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「
心
と
は
荷
か
」
r¥、

¥.-/ 

の
要
約
(
一
)

i
(
1
デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
と
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の

「人」

の
概
念
i

j

わ
れ
わ
れ
誌
、
「
心
と
は
向
か
」
(
一
)
に
お
い
て
、
或
る
入
に
お
け
る
心
的
(
精
神
的
、
心
理
的
)
な
状
態
や
活
動
(
事
象
、
出
来
事
)

は
、
当
人
が
体
験
す
る
内
的
な
側
面
と
、
他
人
が
外
か
ち
観
察
で
き
る
、
身
体
に
お
け
る
物
理
的
生
理
的
な
鶴
面
と
の
、
両
面
を
本
質
的
に
備
え

た
、
単
一
の
事
象
で
あ
る

(
(
一
)
序
論
、
第
二
章
特
に
十
一

i
十
三
節
、
第
四
章
、
二
四
節
、
第
六
章
)
が
、
心
的
事
象
の
内
的
関
面
は
、

そ

れ
の
外
的
身
体
的
備
面
に
還
元
で
き
な
い

(
再
序
論
、

十
八

十
九
節
、

二
五
節
)

と
す
る
、

心
身
二
側
面
説
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)
、
よ
り
正
確
に
言
え
ば
心
的
事
象
の
内
外
二
側
面
説
を
、
主
張
し
よ
う
と
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
よ
う
な
心
身
二
割
面
説
を
、

デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
(
同
第
一
章
)
、

ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の

「人」

の
概
念
(
同
第

二三己

与主
、、ー，〆'、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の

「人」

の
概
念
(
同
第
三
章
)
、

ル
イ
ス
の
機
能
主
義
的
心
身
同
一
説
(
司
第
四
章
)
、

デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の

「
非
法
即

的
(
無
法
則
的
)
心
身
三
去
調
」
(
同
第
五
章
)
、
お
よ
び
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ラ
ッ
セ
ル
の

「
心
理
学
的
心
身
一
元
論
」
(
同
第
六
章
)
を
検
討
す
る

」
と
に
よ
っ
て
、
擁
護
し
よ
う
と
し
た
。



T註

つ
む
と
は
何
か
」
、
『
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
第
二
十
六
』
(
一
九
八
七
年
)
。

以
下
(
一
)
と
略
記
す
る
。

「
私
す
な
わ
ち
私
の
精
神
は
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
そ
の
本
質
と
し
、
私
の
身
体
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
物
体
か
ら
独
立
に
存
在
す
る
、

つ
の
実
体
で
あ
る
」
と
い
う
デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
(
心
身
の
実
在
的
区
別
)

こ
と
を
知
る
た
め
に
は
「
身
体
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
要
は
な
い
が
、

で
あ
る
た
め
に
身
体
が
存
在
す
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

事
実
に
お
い
て
物
体
(
身
体
)
な
し
に
存
在
し
得
る
か
ど
う
か
は
、

に
対
し
て
は
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
私
が
考
え
て
い
る
」

ム」い，っ

こ
の
こ
と
は
、

私
が
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
事
実

意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
、

と
考
え
た
。

す
な
わ
ち
、

精
神

(
心
)
が

し
か
含
ん
で
い
な
い
、
「
私
」

る
い
は
認
識
論
的
な
区
別
(
相
違
、

立
で
あ
る
こ
と
)
を
含
意
し
な
い
、

の
思
考
や
意
識
の
事
実
か
ら
は
、

精
神
の
概
念
と
物
体
の
概
念
の
間
の
単
に
認
識
ま
た
は
意
味
の
上
で
の
関
係

決
定
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
二
つ
の
も
の
の
関
の
論
理
的
、
意
味
論
的
、
ぁ

独
立
性
)
は
、
そ
れ
ら
二
つ
の
も
の
の
間
の
実
在
的
区
別
(
そ
れ
ら
の
存
在
が
事
実
に
お
い
て
た
が
い
に
独

と
考
え
た

(
(
一
)
西
節
)
。
そ
し
て
、
圧
倒
倒
的
多
数
の
経
験
的
事
実
は
、
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
含
む
心
的

活
動
の
主
捧
を
、
単
な
る
精
神
で
は
な
く
て
、
身
体
を
も
っ
人
間
で
あ
る
と
、
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

「
私
」
を
精
神
と
し
た
デ
カ
ル
ト
の
考
え
を
批
判
し
て
、
「
私
」
を
心
身
の
二
側
面
を
も
っ
「
人
」
(
苦
言
。
口
、
人
格
)

で
あ
る
と
し
た
ス

ト
ロ
i
ソ
ン
の
考
え
を
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
私
が
体
験
す
る
私
的
な
意
識
状
態
は
、
す
べ
て
必
然
的
に
私
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
誰
か
に

属
性
と
し
て
帰
す
必
要
が
な
い
。
私
が
或
る
意
識
状
態
を
私
自
身
に
掃
す
必
要
が
生
じ
る
の
は
、

そ
れ
が
他
人
の
意
識
状
態
で
な
い
こ
と
を
述
べ

る
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
り
、
そ
の
擦
に
は
、

そ
の
意
識
状
態
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
人
に
も
属
し
得
る
よ
う
な
、
私
的
で
な
い
客
観
的
な
事

象
と
見
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
と
理
解
し
た
(
(
一
)
八
節
)
。
従
っ
て
、
或
る
入
が
或
る
意
識
状
態
や
体
験
を



彼
自
身
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
彼
が
そ
の
種
の
意
識
状
態
を
他
者
に
も
婦
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ス
ト
ロ

i
ソ
ン
は
、

そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
個
体
が
意
識
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
合
意
し
、

人
間
に
適
思
さ
れ
て
真
で
あ
り
得
る
、

「

P
述

語
」
(
「
人
述
語
」
(
苦
言
。
コ
言
。

Eszm)、
す
な
わ
ち
行
為
や
意
図
や
認
識
活
動
を
帰
す
述
語
)
を
、
「
独
特
の
論
理
的
性
格
」
を
も
つ
も
の
と

し
た
。
人
述
語
の
「
独
特
の
論
理
的
性
格
」
と
は
、

そ
れ
が
、
話
者
が
そ
れ
を
彼
自
身
に
彼
自
身
の
行
動
の
観
察
に
基
か
ず
に
(
多
く
の
場
合
向

ら
か
の
内
的
体
験
に
基
い
て
)
適
用
す
る
、

一
人
称
的
用
法
と
、
話
者
が
そ
れ
を
他
人
に
そ
の
他
人
の
行
動
の
観
察
に
基
い
て
適
用
す
る
、

三
人

称
的
用
法
と
の
、
二
つ
の
用
法
を
、
本
質
的
に
構
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
用
法
が
、
ま
っ
た
く
同
種
の
特
徴
を
ま
っ
た
く
同
じ
正
当
性
を

も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
帰
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
入
述
一
一
語
は
、

一
人
称
的
自
婦
的
用
法
と
三
人
称
的
他
帰
的
用
法
の
両
方
を
も
っ

こ
と
を
、

そ
の
本
質
的
特
徴
と
し
、

「
M
述
語
」

(
物
体
述
一
語
(
自
己
2
E
i
o
Z
0
2
℃

g
E
2
2色
、
物
捧
的
特
徴
を
掃
す
述
語
)
の

竺
一
人
称

的
〕
用
法
、
純
粋
に
私
的
な
体
験
の
記
述
の

[
非
人
称
的
]
用
法
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
両
用
法
の
複
合
の
、

い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
説
明
で
き
な
い
。

「人」

の
概
念
弘
、

こ
の
よ
う
な
人
述
語
が
適
用
さ
れ
得
る
も
の
の
標
念
と
し
て
、

「
根
源
的
」

で
あ
り
、

「
分
析
不
可
能
」

で
あ
る
と
さ
れ
た

(
以
上
、
(
二
十
一
節
)
。

四

以
上
の
よ
う
な
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の
主
張
に
対
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「人」

の
概
念
が
独
自
で
無
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
た
が
、

そ
れ
が
無
類
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
い
か
に
し
て
獲
得
で
き
る
の
か
が
問
題
と
な
る
、
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、

ス
ト
ロ
ー

ソ
ン
の
言
う
よ
う
な
「
人
」
の
概
念
は
、
わ
れ
わ
れ
大
人
の
も
っ
て
い
る
、
す
で
に
で
き
上
が
っ
た
「
人
」
の
概
念
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
嬰
児
が
、

そ
の
よ
う
な
完
成
し
た
「
人
」
の
概
念
を
生
得
的
に
も
っ
て
い
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
人
述
語
の
発

生
(
習
得
)

の
過
程
を
、
思
弁
的
に
考
え
て
み
た

(
(
一
)
十
二
、
十
三
節
)
。

わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、
幼
児
が
、
彼
の
外
的
感
覚
知
覚
能
力
(
外
宮
)

の
対
象
で
あ
る
、
外
的
対
象
及
び
外
的
世
界
と
、
彼
の
身
体
内
的
感
覚
知



四

覚
能
力
(
棒
性
的
知
覚
及
び
運
動
感
覚
的
知
覚
を
含
む
自
己
受
容
的
知
覚
能
力
)

の
対
象
で
あ
る
、

内
的
身
捧
(
い
わ
ば
痛
み
の
生
じ
得
る
場

所
)
及
び
そ
の
状
態
と
を
、
生
得
的
に
区
別
で
き
る
と
仮
定
し
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
外
的
に
知
覚
さ
れ
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
論
理
的
に
外
的

対
象
と
見
な
さ
れ
、
内
的
に
知
覚
さ
れ
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
で
論
理
的
に
〔
非
人
称
(
無
人
称
)
的
な
〕
内
的
身
体
の
状
態
(
内
的
対
象
)
で
あ

る
と
見
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ち
を
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
帰
す
心
的
作
用
は
、
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
段

階
で
は
、

一
つ
の
外
的
知
覚
能
力
(
例
え
ば
触
覚
)
に
現
わ
れ
て
い
る
或
る
対
象
を
、
制
約
の
外
的
知
覚
能
力
(
例
え
ば
視
覚
)
に
現
わ
れ
て
い
る

諸
対
象
の
う
ち
の
ど
れ
と
同
一
視
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
事
実
問
題
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
自
己
の
寿
体
は
、
内
的
に
知
覚
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
外
的
に
知
覚
で
き
る
外
的
対
象
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
幼
児
は
、
外

的
対
象
の
う
ち
の
一
つ
を
、
彼
の
内
的
〔
無
人
称
的
〕
身
体
と
同
一
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
事
実
的
な
同
一
視
の
手
掛
り
は
、
内
的
に
惑
じ

ら
れ
る
彼
の
内
的
身
体
部
分
の
運
動
と
、
外
的
に
知
覚
さ
れ
る
彼
の
外
的
身
体
部
分
の
運
動
と
の
、
問
時
的
運
動
連
関
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

段
階
で
初
め
て
、
無
人
称
的
な
内
的
身
体
的
体
験
を
外
的
対
象
の
一
つ
(
す
な
わ
ち
自
己
の
外
的
身
体
)
に
事
実
的
に
帰
す
心
的
作
用
が
、
必
要

と
な
る
。

さ
ら
に
、
幼
児
は
、
彼
の
内
的
身
体
の
状
態
(
例
え
ば
痛
み
)
と
そ
れ
に
伴
う
彼
の
外
的
身
体
の
状
態
(
傷
)
及
び
そ
の
振
舞
い
と
の
全
体
に
、

或
る
人
述
語
(
「
痛
い
」
)
が
適
用
さ
れ
る
の
を
開
き
、
こ
の
人
述
語
を
、
そ
の
内
的
身
体
的
体
験
と
そ
の
外
的
身
体
の
状
態
、
特
に
そ
の
内
的
体

験
(
痛
み
)
に
、
観
念
連
合
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
も
、
入
述
語
(
「
痛
い
」
)
は
未
だ
、
幼
児
が
内
的
に
感
じ
て
い
る

無
人
称
的
な
内
的
身
体
的
体
験
及
び
そ
れ
と
同
一
視
さ
れ
た
外
的
対
象
(
彼
の
外
的
身
体
の
状
態
)
に
結
び
つ
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し

こ
の
段
階
で
幼
児
は
、
内
外
の
二
側
面
を
も
っ
単
一
の
無
人
称
的
な
身
体
の
概
念
を
獲
得
し
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
と
平
行
し
て
、
幼
児
は
、
彼
の
身
体
以
外
の
外
的
対
象
の
中
で
特
に
注
意
に
価
す
る
対
象
(
彼
の
養
育
者
の
身
体
)
の
、
同
じ

よ
う
な
外
的
状
態
(
傷
や
振
舞
い
)

に
も
、
同
じ
人
述
語
(
「
痛
い
」
)
が
適
用
さ
れ
る
の
を
間
き
、

そ
の
入
述
語
を
、
内
的
身
体
的
体
験
(
霜



み
)
を
伴
っ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
伴
う
際
の
彼
自
身
の
外
的
身
体
の
状
態
と
同
様
で
あ
る
、

そ
の
外
的
対
象
の
そ
の
状
態
に
結
び
つ
け
、
同
時

に
、
先
の
観
念
連
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
状
態
に
は
彼
自
身
の
内
的
身
体
的
体
験
と
同
種
の
内
的
身
体
的
体
験
(
痛
み
)
が
伴
っ
て
い
る
も
の
と
、

想
橡
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
身
捧
以
外
の
外
的
対
象
に
も
内
的
体
験
が
伴
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
彼
の
身

体
を
「
自
分
」
と
し
、
地
の
外
的
身
体
を
「
自
分
」
と
同
種
の
存
在
者
で
あ
る
「
能
人
」
と
す
る
区
別
が
、
従
っ
て
、
「
自
分
」
と
「
他
人
」
を

含
む
「
入
」
の
概
念
の
形
成
が
、
始
ま
る
で
+
の
ろ
う
。
こ
の
段
轄
で
初
め
て
、
入
述
語
(
例
え
ば
「
痛
い
」
)
は
、
単
に
彼
自
身
の
無
人
称
的
内

的
身
体
に
論
理
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
事
実
的
に
同
一
視
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
外
的
対
象
(
彼
の
外
的
身
体
)
に
事

実
的
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、
彼
「
自
身
」
〔
の
身
体
〕

の
み
な

3

り
ず
、
「
他
人
」
[
の
身
体
〕

に
も
、
事
実
的
に
妥
当
し
得
る
も

の
と
な
り
、
世
界
の
内
に
併
合
し
た
が
い
に
区
別
さ
れ
る
客
観
的
存
在
者
と
し
て
の
「
自
分
」
と
「
他
人
」
に
同
じ
正
当
性
を
も
っ
て
適
用
さ
れ

一
人
称
的
用
法
と
三
人
称
的
用
法
と
を
、
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
発
生
論
的
に
は
、
私
的
で

無
人
称
的
で
あ
っ
た
内
的
捧
験
が
、
客
観
的
な
一
人
称
的
事
象
と
な
る
こ
と
で
も
あ
る
(
以
上
、
(
一
)
十
二
節
)
。

得
る
と
い
う
意
味
で
、
共
に
客
観
的
な
、

し
か
し
、

そ
の
際
、
事
象
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
同
一
の
事
象
を
見
る
見
方
が
発
達
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
か
ら
、

発
達
後
の
見
地
か
ヨ
り
す
れ
ば
、
入
述
語
は
、
そ
の
適
用
の
手
掛
り
と
し
て
、
共
に
客
観
的
で
あ
る
が
た
が
い
に
別
居
な
一
人
称
的
内
的
体
験
と
三

人
称
的
外
的
身
体
的
状
態
と
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
人
述
語
(
例
え
ば
、
「
痛
い
」
)
は
、
さ
し
あ
た
り
は
、
そ
の
述

語
の
適
用
の
内
的
な
手
掛
り
、
す
な
わ
ち
客
観
的
な
事
象
で
あ
る
内
的
体
験
が
、
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
或
る
外
的
身
体
的
状
態

(
単
に
脳
内
の
神
経
過
程
だ
け
で
は
な
く
、
全
身
体
の
神
経
過
程
を
含
む
全
身
体
の
状
態
)
が
そ
の
内
的
体
験
と
同
一
視
さ
れ
る
に
至
る
な
ら
ば
、

事
実
に
お
い
て
、
そ
の
身
捧
的
状
態
を
も
意
味
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
人
述
語
の
意
味
は
、
以
上
の
よ
う
な
仕
方
で
、
認
識
発
生
論
的
考
察
を
介

し
て
、
分
析
さ
れ
る
と
言
え
る
(
(
一
)
十
三
節
)
。

五
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第
二
章

再

考
(
一
)

l
i嬰
児
の
模
敬
行
動
と
成
人
の
「
人
」
の
概
念
i
i

五

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
入
述
語
及
び
「
人
」
の
概
念
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
考
慮
す
べ
き
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
生
後
一
週

拐
に
も
満
た
な
い
新
生
児
が
、
養
育
者
の
顔
の
諸
部
分
の
運
動
を
真
似
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
パ
ウ
ア
!

(
づ
φ
河
・
出
合
宅
。
円
)
は
、
こ
の
事

実
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
:
:
:
[
嬰
児
の
〕
社
会
化
(
的
。
三
巴
F
s
t
o
p
)

の
過
程
に
つ
い
て
の
移
し
い
量
の
文
献
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
嬰
児
が
ど
の
よ
う
に
し
て
社
会

化
さ
れ
る
に
至
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
に
至
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
環
境
に
あ
る
他
の

の
労
作
の
す
べ
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、

彼
が
人
間
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

も
の
に
よ
っ
て
は
誘
発
さ
れ
な
い
、
人
々
に
対
す
る
特
別
の
諸
反
応
群
を
、
も
つ
に
至
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
論
じ
た
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
ら

そ
の
多
く
の
も
の
が
、
無
駄
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
嬰
児
は
、
誕
生
の
瞬
間
か
ら
、

し
て
お
り
、

(弓一旬ロ
N
O
)

た
だ
他
の
人
間
に
よ
っ
て
の
み
誘
発
さ
れ
る
特
別
の
反
応
を
も
っ
て
い
る
か
色
で
あ

る。
こ
の
こ
と
の
も
っ
と
も
目
覚
ま
し
い
証
明
の
一
つ
は
、
生
後
一
週
間
に
も
満
た
な
い
嬰
児
が
、
他
の
人
々
の
真
似

(-s-ZZ)
を
し
よ
う
と

す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
母
親
:
:
:
が
嬰
児
に
向
か
っ
て
舌
を
突
き
出
す
と
、
比
較
的
短
い
時
閣
の
後
、
嬰
児
は
母
親
:
:
:
に
向
か
っ
て
舌
を

突
き
出
し
始
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
母
親
が
、
舌
を
突
き
出
す
の
を
止
め
、
自
ば
た
き
を
し
始
め
る
と
、
嬰
児
は
、
目
ば
た
き
を
し
返
す
で
あ

ろ
う
。
次
に
母
親
が
、
例
え
ば
、

口
を
開
け
閉
じ
し
始
め
る
と
、
嬰
児
は
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て

(
詞
期
し
て
て

ロ
を
開
け
(
閉
じ
し
〕
始
め
る

で
あ
ろ
う

0

・



-
:
:
・
嬰
児
が
、
大
人
が
舌
を
突
き
出
す
の
を
見
て
、

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る

こ
の
情
報
を
変
換
し
、

そ
の
結
果
、

」
の
社
会
的
状
況
で
は
自
分
も
舌
を
突
き
出
す
べ
き

(
W
2
0
毛)、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、

信
じ
難
い
ほ
ど
の
量
の
、

諸
感
覚
間
の
先
天
的
な
対
応
づ
け

(σ
三一円
i
Z
5
Z
?
2
2
gミ
ヨ
去
老
E
m
)
(
諸
惑
覚
関
の
先
天
的
な
協
調

(
g
o
E
Z三一
0
2
)
)
、
が
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

同
じ
こ
と
は
、
顔
に
関
わ
る
ど
の
模
散
(
吉
正
三
吉
ロ
)

に
つ
い
て
も
成
り
立
つ

0

・

こ
れ
ら
の
反
応
は
、
特
に
人
間
だ
け
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
新
生
児
が
自
分
を
も
人
間
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る

(82∞E
2
)

こ
と
の
証
拠
で
る
る
と
思
わ
れ
る
。
新
生
児
は
、
自
分
の
顔
が
、
自
分
が
見
て
い
る
自
の
前
の
大
入
の
顔
に
似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
口

が
自
分
が
見
て
い
る
目
の
前
の
大
人
の
口
と
似
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
或
る
意
味
で
知
っ
て
い
る
尖
ロ
C
当
)
の
で
あ
る
。

:
こ
の
模
倣
活
動
は
、
嬰
児
が
母
親
の
真
似
を
す
る
の
は
、
母
親
に
そ
れ
以
外
の
何
か
を
し
て
も
ら
う
た
め
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
、
操

作
的
行
動
(
き
C
℃

O
B
E
z
z
iミ
)
で
な
い
。

こ
の
行
動
は
、

そ
れ
自
体
で
喜
び
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
母
親
と
嬰
児
ほ
、

交
わ
ら
ん
が
た
め
に
交
わ
る

白
に
よ
る
の
で
あ
る
。
」

(一=一行
mw
『
お
わ
丹
)

の
で
あ
る
。
私
が
こ
の
行
動
を
社
会
的
な
行
動
(
包
き
己
主

zzicc
と
見
な
す
の
は
、

こ
の
理

?韮

、H
J

C

・
出
・
由
。
巧

2
・
(

-

)

k

A

3

、“.還当。」司』玄」
E
ミ
己
ぬ
ま
向
。
h
v

き

S
F
℃℃・∞∞
i

ω
C
一
(
一
戸

(

N

)

足
尽
き
ロ
ミ
む
き
足
。
h
v

遣
さ
F
《

V
E
-
-
p
u
u・
8品
l
ω
C
印
・
鋳
点
に
よ

る
強
謁
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
に
お
い
て
も
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、

傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。

-'ーノ、
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
人
述
語
の
分
析
、
さ
ら
に
は
「
人
」

の
概
念
の
同
様
な
分
析
は
、

パ
ウ
ア
!
の
言
う
「
無
駄
な
」
努
力
で
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
と
は
思
え
な
い
c

と
言
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
思
弁
的
に
考
え
た
、
人
述
語
の
習
得
に
至
る
発
達
の
各
段
階
を
、
人

述
一
語
の
適
用
能
力
の
実
擦
の
発
生
過
程
と
見
な
さ
ず
、
む
し
ろ
、
わ
れ
わ
れ
が
人
述
語
を
適
用
す
る
擦
に
実
際
に
与
え
ら
れ
実
擦
に
用
い
ら
れ
て

一七
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い
る
知
覚
的
情
報
(
手
掛
り
)
の
処
理
の
仕
方
の
、
可
能
的
モ
デ
ル
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
実
際
に

も
っ
て
い
る
概
念
体
系
以
外
に
も
概
念
捧
系
が
あ
り
得
た
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
思
弁
的
に
考
え
た
各
発
達
段
階
に
対
応
し
て
、
無
人
称
的
な

内
的
体
験
と
外
的
世
界
か
ら
な
る
体
系
、
無
人
称
的
単
一
身
捧
と
そ
れ
以
外
の
外
的
対
象
か
ら
な
る
捧
系
、
そ
し
て
一
人
称
的
身
捧
と
三
人
称
的

身
体
及
び
そ
れ
ら
以
外
の
外
的
対
象
か
ら
な
る
体
系
(
こ
れ
が
、

わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
も
っ
て
い
る
、
「
入
」

の
概
念
を
備
え
た
概
念
体
系
で
る

る
)
等
が
、
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
思
弁
的
な
発
生
論
的
考
察
を
こ
の
よ
う
に
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

の
実
際
の
概
念
体
系
が
、
他
の
概
念
体
系
の
前
提
と
異
な
る
い
か
な
る
概
念
的
前
提
を
も
っ
て
い
る
か
を
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

七

し
か
し
、

さ
ら
に
考
察
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、

パ
ウ
ア

i
が
嬰
児
に
対
し
て
用
い
た
、

「
自
覚
し
て
い
る
」
、

「
知
っ
て
い
る
ヘ

「
見
な
し
て
い
る
」
等
の
表
現
の
意
味
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
嬰
児
の
模
敏
行
動
は
、

た
だ
他
の
人
間
に
よ
っ
て
の
み
誘
発
さ
れ
る
、

'
-
J
』
内
J

中
J
ふ
J
刀リー一

反
射
運
動
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
う
考
え
る
と
す
れ
ば
、
直
ち
に
、

そ
れ
ら
の
反
射
運
動
が
い
か

に
し
て
鑓
意
的
な
、
更
に
は
意
識
的
な
、
模
倣
行
動
に
発
達
し
得
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

一
般
に
い
か
に
し
て
随
意
的
な
模
倣
行
動
が
生
じ
得
る

の
か
、
と
い
う
発
生
論
的
な
疑
問
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
嬰
児
の
模
倣
行
動
が
た
と
え
反
射
的
な
身
体
運
動
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
神
経
生
理
的
過
程
及
び
身
体
的
内
的
体
験
を
伴
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
神
経
生
理
過
程
と
内
的
体
験
と
に
は
、

後
の
随
意
運
動
に
お
い
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
知
覚
的
情
報
(
手
掛
り
)
が
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
嬰
児
は
、
今
は
、
こ
の
情
報

を
、
現
在
与

J

え
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
刺
激
〔
情
報
〕

の
中
か
ら
、
随
意
的
に
識
別
し
抽
出
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
c

し
か
し
、
そ
の
靖
報
は
、
現
在
の
全
刺
激
清
報
の
中
に
現
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
嬰
児
が
徐
々
に
習
得
す
る
の
は
、
最
初
か
ら
与
え

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
刺
激
情
報
の
こ
の
識
別
と
処
理

ら
れ
続
け
て
い
る
刺
激
構
報
の
中
で
の
、
区
別
と
識
別

2
5
2
8
E
-
z。
ロ
)



の
た
め
に
は
、
暫
定
的
に
で
あ
れ
、
持
ら
か
の
概
念
体
系
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
前
提
さ
れ
る
概
念
捧
系
は
、
色
々
で
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
可
能
な
種
々
の
概
念
体
系
の
中
か
ら
、
嬰
児
は
最
終
的
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
も
っ
て
い
る
、
完
成
し
た
「
人
」
の
概
念
を
含
む

概
念
体
系
を
、
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
嬰
児
は
、

「人」

の
擁
念
を
獲
得
ま
た
は
選
択
す
る
た
め
の
、
先
天
的
で
生
得
的
な
能
力
を
も
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
先
天
的
能
力
は
、
最
初
は
、
嬰
児
の
「
反
射
的
」
模
倣
運
動
と
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
反
射
運
動
は
、
内
的

体
験
及
び
生
理
過
程
を
伴
っ
て
お
り
、
こ
の
内
的
体
験
及
び
生
理
過
程
に
は
す
で
に
、
後
の
随
意
的
模
倣
に
際
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
知
覚

的
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
先
天
的
能
力
が
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
、
言
語
的
刺
激
を
含
む
し
か
る
べ
き
刺
激
情
報
を
受
け
っ
て

更
に
は
完
成
し
た

幼
児
は
、

自
分
が
人
間
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
伴
っ
た
随
意
的
な
模
倣
行
動
の
能
力
、

行
使
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
入
」
の
概
念
を
、
徐
々
に
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

?註

』
・
』
・

c
-
C
M
W
0
2
・
(
日
)
叫
コ
、
完
治
ミ

Z
S
内。
W
H
a位
。
さ
え

Q
旬
、
ミ
号
、
言
ミ
め
し
て
主
む
き
匂
・

℃

-Na也
一
(
ぬ
)
同
コ
古
川
町
内
リ
ミ
ch町

民
合
同

H
N
hも
も
可

-caqb
き
で
な
ど
ミ
可
ミ
ペ
m
w
h
v町
民

c
p

u℃
-
N印
M

l

M
去
を
見
よ
。

「
完
成
し
た
「
人
」
の
概
念
」
と
言
う
の
培
、
平
均
的
な
大
人
が
も
っ
て
い
る

「
人
」
の
競
念
と
い
う
意
味
で
あ
る
c

信
人
に
お
け
る
「
人
」
の
概
念
は

i
i

ま
た
そ
の
点
で
辻
い
か
な
る
概
念
も
|
|
お
そ
ら
く
設
の
死
に
至
る
ま
で
、
経

験
に
応
じ
て
発
達
ま
た
辻
変
北
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
む

(2) 

J¥ 

わ
れ
わ
れ
は
、
最
初
に
、
人
述
語
及
び
「
人
」
の
概
念
の
発
生
過
程
を
思
弁
的
に
で
は
あ
る
が
動
的
に
考
察
し
、

そ
れ
を
基
に
し
て
、
人

述
一
語
及
び
「
人
」

の
概
念
の
静
的
分
析
の
可
能
性
を
示
唆
し
た

(
本
稿
四
節
)
。
次
に
、
新
生
児
に
お
け
る
養
育
者
の
顔
の
運
動
の
模
倣
活
動
と

い
う
経
験
的
事
実
を
前
に
し
て

(
五
節
)
、

「入」

の
概
念
の
思
弁
的
動
的
発
生
論
を
、
静
的
哲
学
的
概
念
分
析
に
、
読
み
替
え
た

(
六
節
)
。
し

か
し
、
新
生
児
の
模
倣
活
動
と
い
う
経
験
的
事
実
を
単
な
る
反
射
運
動
と
解
釈
す
る
可
能
性
を
前
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
再
び
思
弁
的
発
生
論
に

一
戻
っ
た

(
七
節
)
。
こ
の
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
の
議
論
の
動
き
は
、
窓
意
的
な
言
い
逃
れ
の
連
続
に
見
え
な
い
で
も
な
い
。

九



O 

し
か
し
、
哲
学
的
な
概
念
分
析
は
、

そ
も
そ
も
何
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
る
概
念
(
例
え
ば
、
「
人
」
の
概
念
)
が
、

1
3
-
t
h
 

E
H

会
た

る
事
柄
を
前
提
し
、
他
の
諸
概
念
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
概
念
分
析
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ち
れ
た
概
念
関
の
論
理
的
関

係
が
、
実
際
の
人
間
の
認
識
能
力
の
実
際
の
発
達
過
程
の
内
に
何
ら
対
応
す
る
も
の
を
も
た
な
い
と
す
れ
ば
、

一
体
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
哲
学
的
な
静
的
概
念
分
析
は
、
平
均
的
大
人
の
も
っ
て
い
る
完
成
し
た
概
念
体
系
の
中
で
の
概
念
需
の
関
係
の
分
析
で
あ

る
。
そ
し
て
、
或
る
概
念
ま
た
は
概
念
関
係
が
地
の
概
念
ま
た
は
概
念
関
孫
を
論
理
的
に
含
意
ま
た
は
前
提
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
の
概
念
ま

た
は
概
念
関
係
を
現
実
に
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
後
の
概
念
ま
た
は
概
念
関
係
を
、
時
間
的
に
よ
り
先
に
か
、
遅
く
と
も
同
時
に
、
獲
得
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
意
味
す
る
と
は
摂
ら
な
い
。
例
え
ば
、
完
成
し
た
大
入
の
概
念
体
系
の
中
で
、
「
入
聞
は
動
物
で
あ
る
」
と
い

う
命
題
が
論
理
的
に
真
で
あ
る
(
「
或
る
も
の

(
X
)
が
人
間
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
が
、
「
そ
の
も
の

(
X
)
が
動
物
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
、

論
理
的
に
含
意
す
る
、
す
な
わ
ち
「
動
物
」
の
概
念
が
「
人
」
の
概
念
を
包
摂
す
る
)
か
ら
と
い
っ
て
、
「
人
間
」
の
概
念
を
習
得
す
る
た
め
に

iま

よ
り
先
に
ま
た
は
同
時
に
、

「
動
物
」

の
概
念
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

或
る
幼
児
が
、

人
間
以
外
の
動
物
を

ま
っ
た
く
見
る
こ
と
な
く
成
長
し
て
、
「
人
間
」
の
概
念
を
習
得
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
想
橡
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
彼
の
「
人
間
」
の
概
念
は
、

わ
れ
わ
れ
の
完
成
し
た
概
念
体
系
か
ら
見
れ
ば
不
完
全
で
あ
る
が
、
彼
は
、
完
成
し
た
「
人
間
」
の
概
念
を
習
得
す
る
途
上
に
あ
る
と
も
言
え
る
。

す
な
わ
ち
、
人
間
が
知
覚
的
に
ど
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
振
舞
う
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
、

「入」

の
概
念
が
本
質
的
に

前
提
す
る
知
識
は
、
「
入
」
の
概
念
の
習
得
に
お
い
て
、
同
時
に
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
知
識
の
内
に
は
、

少
な
く
と
も
、
人
間
以
外
の
高
等
動
物
に
も
共
通
す
る
知
覚
的
見
か
け
や
振
舞
い
の
知
識
(
知
覚
的
情
報
処
理
の
能
力
)
が
、
可
能
的
潜
在
的
に

含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
も
し
こ
の
幼
児
が
、
仮
定
と
異
な
っ
て
、
人
間
ば
か
り
で
な
く
動
物
に
も
出
合
う
こ
と
を
経
験
し
続
け

た
と
す
れ
ば
、
彼
は
、
「
人
間
」
の
概
念
の
獲
得
と
同
時
に
、
人
間
を
含
む
意
味
で
の
「
動
物
」
の
概
念
を
獲
得
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「
人
」

の
概
念
が
本
質
的
に
前
提
す
る
、
内
的
体
験
と
外
的
対
象
の
区
別
、
自
分
の
身
体
と
そ
れ
以
外
の
外
的
対
象
の
区
別
、
自
分
と



他
人
及
び
そ
れ
以
外
の
外
的
対
象
の
区
間
、

の
よ
う
な
概
念
的
能
力
(
四
節
及
び
六
節
)

は
、
「
人
」

の
概
念
む
習
得
と
同
時
に
、

と
い
う
よ
り

も
「
入
」
の
概
念
の
習
得
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
使
用
あ
る
い
は
習
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
中
の
ろ
う
。

従
っ
て
、
大
入
の
完
成
し
た
概
念
体
系
の
中
で
の
概
念
関
の
本
質
的
な
関
係
は
、

そ
れ
ら
の
概
念
の
発
生
過
程
に
、
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
概
念
閣
の
本
質
的
な
論
理
的
関
係
は
、

そ
れ
ら
の
概
念
を
習
得
し
た
動
的
発
生
的
過
程
の
、
静
的
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
平
均
的
大
人
の
も
っ
て
い
る
完
成
し
た
諸
概
念
の
哲
学
的
分
析
に
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
姿
の
言
わ
ば
瞬
間
撮
影
で
あ
る
と
い

う
こ
と
以
外
に
、
何
の
意
義
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

九

地
方
、
概
念
の
発
生
論
的
考
察
は
、
何
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
西
節
と
七
節
で
行
な
っ
た
よ
う
な
概
念
の
発
生

論
は
、
概
念
の
実
際
む
習
得
過
程
を
、
わ
れ
わ
れ
大
人
の
完
成
し
た
概
念
体
系
か
ら
、
理
解
(
了
解
)
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
幼
児
が
最

初
か
ら
大
入
と
同
じ
完
成
し
た
概
念
体
系
を
髄
意
的
に
支
配
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
も
そ
も
何
の
疑
間
も
な
く
な

り
、
発
生
論
的
な
考
察
は
不
要
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
経
験
的
認
識
の
基
礎
的
前
提
を
可
能
に
す
る
超
越
論
的
な
主
観
が
、
自
ら
の
計
画
に
の
み

基
い
て
、
内
的
表
象
か
右
対
象
を
ア
プ
ワ
オ
ワ
に
構
成
し
、
そ
れ
を
外
的
対
象
と
見
な
す
の
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
類
の
観
念
論
に
は
、
何
の

認
識
論
的
意
義
も
な
い
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
先
天
的
概
念
も
、
実
際
の
経
験
的
対
象
に
対
し
て
適
切
に
使
え
な
け
れ
ば
、
何
の
役
に
も
立
た

な
い
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
先
天
的
概
念
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
現
実
の
世
界
に
お
い
て
現
実
の
対
象
に
対
し
て
今
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
に
は
、
特
定
の
手
掛
り
(
情
報
)
が
今
経
験
的
に
与
え
ら
れ
、
今
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

そ
の
手
掛
り
を
現
在

の
全
刺
激
(
培
報
〕

の
中
か
ら
、
区
別
し
、
識
別
し
、
処
理
(
解
釈
)
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
情
報
の
識
別
と
処
理
の
た
め
に
は
、

す
で
に
何
ら
か
の
概
念
体
系
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
嬰
児
の
認
識
的
あ
る
い
は
社
会
的
行
動
は
、
わ
れ
わ
れ
大
人
の
そ
れ
の
よ
う
に
随
意
的
で
も
意
識
的
で
も
な
く
、
反
射
的
な
運
動



で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
射
的
に
見
え
る
運
動
が
後
の
随
意
的
行
動
と
何
の
繋
り
も
も
た
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
随
意

的
な
認
識
活
動
や
行
動
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
に
な
る
(
発
生
す
る
)
の
か
を
理
解
す
る
可
能
性
が
、
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ

ぅ
。
嬰
児
の
先
天
的
な
概
念
体
系
は
、
彼
の
反
射
的
な
活
動
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
機
構
で
あ
り
、
同
時
に
、
こ
の
反
射
的
な
活
動
が
生
理
的
あ

る
い
は
内
的
体
験
的
に
与
え
る
情
報
に
よ
っ
て
徐
々
に
後
の
随
意
的
な
概
念
体
系
に
成
長
す
る
よ
う
な
機
構
な
の
で
あ
る

(
七
節
)
。

そ
れ
ゆ
え

わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
大
人
の
完
成
し
た
概
念
体
系
を
基
礎
に
し
て
、
そ
れ
が
前
提
す
る
と
思
わ
れ
る
他
の
可
能
な
概
念
体
系
を
構
想
し
、
そ

れ
ら
を
幼
児
に
よ
る
概
念
の
実
際
の
習
得
段
階
に
当
て
は
め
て
、
そ
む
習
得
過
程
を
、
意
識
的
に
追
体
験
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

概
念
の
発
生
論
は
、
そ
の
概
念
の
実
際
の
発
生
の
各
段
階
を
理
解
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
、
可
能
な
概
念
体
系
の
静
的
な
棒
想
を
、
必
要
と
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
わ
ば
、
六
節
で
の
考
察
の
裏
面
で
あ
る
。
意
義
の
あ
る
認
識
論
と
は
、
人
間
に
お
け
る
諸
概
念
の
実
際
の
発
達
過
程
を
、

平
均
的
大
人
が
も
っ
て
い
る
概
念
体
系
を
哲
学
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ち
れ
る
可
能
的
概
念
体
系
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
具
体
的
に
想
像

し
、
了
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

?謹

カ
ン
ト
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
(
同
3.H匙
号
可
『
ぬ
H
i
s
-
S
3
H
h冶
)
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
。

第
三
章

「
心
と
は
何
か
」
(
一
)
の
要
約
(
二
)
と
再
考
会
一
)

i
iウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
「
入
」
の
概
念
i
l

十

ウ
ィ
ワ
ア
ム
ズ

(∞
-
t
ξ
E
E
E
m
)
 は

ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の
「
人
」
の
概
念
を
批
判
し
て
、
「
「
人
」
の
概
念
は
、

ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
の
主
張

す
る
よ
う
な
根
源
的
な
概
念
で
は
な
く
、

人
は
、
彼
の
身
体
そ
の
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
特
殊
な
物
体
、

す
な
わ
ち
考
え
る
物
体
に
他
な
ら
な



い
」
と
主
張
し
た
(
「
心
と
は
向
か
」
(
一
)
、
第
三
章
十
四
節
及
び
十
七
節
)
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
議
論
は
、

ス
ト
ロ
i
ソ
ン
も
認
め
る
二
つ
の
前

提
、
す
な
わ
ち
、

(1) 
人
む
身
体
は
物
体
で
あ
る
、

(2) 
或
る
人
の
身
体
に
妥
当
す
る
物
体
述
語
は
、
そ
の
人
に
も
妥
当
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、

(3) 
ど
の
人
に
つ
い
て
も
、

そ
の
人
の
・
身
体
に
妥
当
す
る
物
体
述
語
の
中
か
ら
適
当
な
も
の
を
集
め
た
全
体
(
そ
れ
ら
の
述
語

(ζ
て・・・・

玄
ロ
)
を
「
か
つ
」
(
き
己
)

で
繋
い
で
で
き
る
連
言
(
玄
-
A
F
-
-
-
F
玄
ロ
)
(
こ
れ
を
M
と
表
わ
す
こ
と
に
す
る
)
)

は
、
そ
れ
が
妥
当
す
る
対
象

を、

一
つ
の
物
体
に
す
る
、

と
言
う
。
実
際
、
デ
カ
ル
ト
が
入
閣
の
身
体
を
物
体
と
見
な
し
て
、
入
聞
の
精
神
か
ら
区
別
し
た
よ
う
に
、
西
洋
近
世
の
哲
学
の
伝
統
で
は
、
向
芳

体
と
物
体
と
は
同
じ
語

(σ
。
己
ヲ
宍
2
p
n
O吋
℃
)
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
物
体
の
本
質
は
、
延
長
し
て
い
る

(
空
間
的
広
が
り
を
も

て〉
¥--" 

ア
」
ん
」

(
m
w
M
Z
ロ
巴
C
D
)

(
デ
カ
ル
ト
)
、

あ
る
い
は
或
る
空
間
を
占
有
す
る
と
い
う
不
可
入
性

(
一

E
宮口
Z
S
E
E可
)

す
な
わ
ち
国
捧
性

(∞
C
Z
E
ミ
、
充
実
性
)
(
ロ
ッ
ク
(
』

C
F
2
F
2
r
o
)
)

と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
人
間
の
身
捧
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

M
M

を
関

え
ば
こ
の
よ
う
な
特
徴
と
す
れ
ば
、

M
が
妥
当
す
る
対
象
は
、

一
つ
の
物
捧
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、

M
M

は
、
人
の
身
体
に
妥
当
す
る

の
で
あ
っ
た
か
ら
、

(2) 
に
よ
っ
て
、
人
に
も
妥
当
す
る
。
従
っ
て
、
人
は
一
つ
の
物
体
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
入
は
特
殊
な
物

体
、
す
な
わ
ち
考
え
る
物
体
で
あ
る
、
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
言
う
。
(
同
十
六
節
)

わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
議
論
に
対
し
て
、

(1) の

「
入
の
身
体
は
物
体
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
は
、
全
面
的
同
意
を
保

留
し
た

(
同
十
六
節
)
が
、
入
述
語
が
そ
の
完
全
な
意
味
を
獲
得
し
て
い
く
発
生
論
的
過
程
(
同
十
二
節
(
本
稿
第
一
章
四
節
)
)
を
、

そ
れ
ち

の
述
語
が
自
他
の
外
的
身
体
に
適
用
さ
れ
る
可
能
性
を
獲
得
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
見
な
し
、
人
が
そ
の
身
体
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
十



四

分
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
た
(
同
十
七
節
)
。

十

し
か
し
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
生
き
て
い
る
人
の
身
体
が
物
体
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
、
人
の
身
体
と
単
な
る

物
体
と
の
両
者
を
共
に
含
む
よ
う
な
日
常
語
は
、
見
当
た
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
従
っ
て
、

日
本
語
の
よ
う
な
概
念
体
系
に
お
い
て
は
本
来
、

入
り
身
体
に
妥
当
す
る
ど
の
よ
う
な
述
語
の
連
言
も
、
そ
れ
が
妥
当
す
る
対
象
を
物
捧
と
す
る
に
は
、
不
十
分
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
単
に
延
長
し
て
い
る
こ
と
や
或
る
空
間
を
占
有
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ
の
対
象
が
物
体
で
あ
る
と
は
、
必
ず
し

も
断
言
で
き
な
い
。
で
は
、
物
体
は
、
生
物
の
身
体
と
異
な
る
ど
う
い
う
特
徴
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
生
物
が
完
全
に
死
ん
で
し
ま
え
ば
、
そ

の
身
体
も
単
な
る
物
体
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
物
体
と
は
、
生
命
活
動
を
行
な
わ
な
い
で
空
間
を
占
有
す
る
も
の
、
と
壬
一
早
え
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
際
、
生
命
活
動
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
特
徴
は
、
或
る
積
極
的
な
特
徴
の
単
な
る
欠
如
で
は
な
い
。
単
な
る
物
体
に
生
命
活
動
を
加
え

れ
ば
一
つ
の
生
き
た
身
体
に
な
る
わ
け
で
誌
な
い
。
或
る
物
捧
に
真
に
生
命
活
動
を
与
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
は
物
体
的
な
あ
り
方
と
は
異
な
る

あ
り
方
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
生
命
活
動
を
行
な
わ
な
い
と
い
う
特
徴
は
、
言
葉
の
上
で
は
否
定
的
な
特
徴
で
あ
る
が
、
実

擦
は
、
生
命
活
動
を
行
な
う
生
き
た
身
体
の
あ
り
方
と
は
射
の
、
或
る
積
極
的
な
あ
り
方
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
る
な
ら
ば
、
人
間
や
生
物
の
身
体
は
、
物
体
で
は
な
い
と
主
張
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

更
に
ま
た
、
或
る
対
象
を
物
体
と
す
る
よ
う
な
物
体
述
語
の
連
言
M
は
、
そ
れ
の
妥
当
す
る
対
象
の
す
べ
て
を
物
体
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
、

言
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
そ
の
よ
う
な
物
体
述
語
の
連
言
M
が
、
人
聞
の
身
体
を
一
つ
の
物
体
と
す
る
と
認
め
て
も
、

M

が
、
そ
の
人
に
妥
当
す
る
の
は
、

そ
の
人
の
身
体
に
妥
当
す
る
こ
と
か
ち
生
じ
る
、
派
生
的
な
用
法
で
あ
っ
て
、
人
は
、
依
然
と
し
て
、
彼
の
身

捧
と
は
異
な
る
独
自
の
存
在
者
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
は
、

ウ
ィ
ワ
ア
ム
ズ
の
ス
ト
ロ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
批
判
を
、
不

当
と
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。



し
か
し
、

こ
の
主
張
は
、
論
点
先
取
の
危
険
を
含
ん
で
い
る
。
実
擦
、

ウ
ィ
ワ
ア
ム
ズ
の
ス
ト
c
i
ゾ
ン
批
判
は
、
「
或
る
対
象
を
一
つ
の
物

体
と
す
る
よ
う
な
物
体
述
語
の
連
言
M
が
、
派
生
的
に
で
あ
れ
、
入
そ
の
も
の
に
真
に
妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
人
を
身
体
従
っ
て
物
捧
で

な
い
と
す
る
、

ど
う
い
う
積
極
的
な
理
由
が
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

(
本
稿
十
節
を
見
よ
)
。
人
が
彼
の
身
体
と
は
異
な
る
独
自
の
存

在
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
し
て
ウ
ィ
ワ
ア
ム
ズ
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
論
点
先
取
に
な
る
。
し
か
し
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
議
論
だ
け
で
は
、

ス
ト
ロ
!
ソ
ン
の
批
判
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、

ス
ト
ロ
ー
ク
ン
の
「
入
」
の
概
念
の
「
分
析
不
可
能
性
」
の
議
論
そ
の
も
の
を
再
検
討
す
る

」
と
が
、
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
(
四
節
)
。

第
四
章

「
心
と
は
伺
か
」
(
一
)

の
要
約
(
三
)
と
再
考
(
三
)

l
l機
能
主
義
と
内
的
体
験
i
i

十

ル
イ
ス

(
む
白
三
円
H
F
m
w
若
宮
)

は
、
「
或
る
一
つ
の
タ
イ
プ

(
種
類
)

の
心
的
状
態
は
、
常
識
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
特
定
の
典
型
的
な
原

因
(
物
理
的
刺
激
、
身
体
的
状
態
、
及
び
他
の
心
的
状
態
)
と
結
果
(
身
棒
的
状
態
、
行
動
、
及
び
地
の
心
的
状
態
)
を
も
つ
も
の
、
す
な
わ
ち
、

或
る
一
つ
の
タ
イ
プ
の
因
果
的
な
機
能
を
果
た
す
も
の

(
担
い
手
)
と
定
義
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
霞
果
的
機
能
を
果
た
す
も
の
は
、
事
実

に
お
い
て
、
或
る
タ
イ
プ
の
神
経
過
程
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

そ
の
タ
イ
プ
の
心
的
状
態
は
、
事
実
に
お
い
て
、

そ
の
タ
イ
プ
の
神
経
過
程
で
あ

る
」
と
主
張
し
た
(
「
心
と
は
向
か
」
(
一
)
第
四
章
、
十
八
節
)
。

」
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

「
心
的
状
態
が
そ
の
因
果
的
機
能
に
よ
っ
て
の
み
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
、
内
的
体
験
を
伴
う
こ

と
が
必
要
で
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
日
常
、
心
的
状
態
(
関
え
ば
痛
み
)
を
、

一
方
で
は
、
当
人
及
び
他
人
に
よ
っ
て
観
察
で
き

る
特
定
の
因
果
的
機
能
を
果
た
す
も
の
、
す
な
わ
ち
、
特
定
の
条
件
の
も
と
で
或
る
種
の
原
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
か
つ
或
る
種
の
結
果

E 
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を
生
み
出
す
よ
う
な
も
の
、

で
る
る
と
同
時
記
、
他
方
で
、

そ
の
心
的
状
態
に
あ
る
当
人
が
、
内
的
質
的
体
験
(
痛
み
の
感
覚
)
を
も
つ
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
、
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
心
的
状
態
を
そ
の
因
果
的
機
能
に
尽
き
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
反
論
し
た

(
同
十

九
節
)
。

例
え
ば
、
痛
み
に
つ
い
て
は
、
或
る
入
が
、
痛
み
を
感
じ
て
い
る
の
に
痛
く
な
い
振
り
を
し
た
り
、
痛
み
を
惑
じ
て
い
な
い
の
に
痛
が
る
と
い

う
こ
と
は
、
あ
り
得
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
人
が
痛
み
を
感
じ
る
と
き
に
は
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
痛
が
る
も
の
で
あ
り
、
人
が
痛
が
る
と
き
に

は
普
通
は
実
際
に
痛
み
を
感
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
い
る
者
、
す
な
わ
ち
痛
み
の
概
念
を
も
っ
て
い
る
者
が
す
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
痛
み
」

の
概
念
が
、
内
的
質
的
体
験
で
あ
る
痛
み
の
感
覚
と
、
痛
み
の
原
因
で
あ
る
刺
激
や
外
傷
、
痛
み
の
結
果
で

あ
る
痛
が
る
振
舞
い
、
及
び
そ
の
地
の
心
的
状
態
と
が
、
た
い
て
い
の
場
合
に
相
伴
う
と
い
う
事
実
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
「
痛
み
」
の
概
念
を
も
っ
て
い
る
(
獲
得
し
得
た
)
と
い
う
事
実
が
、
痛
み
の
内
的
体
験
と
痛
み
の
原
因
や
結
果
と
が
、

個
々
の
場
合
に
相
伴
わ
な
い
こ
と
は
あ
り
得
る
が
、

一
一
般
に
は
高
い
確
率
で
相
伴
う
と
い
う
こ
と
‘
を
、
論
理
的
に
合
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
同

十
九
節
)
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
自
身
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
相
伴
う
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
人
に

お
い
て
は
、
彼
の
痛
み
の
体
験
を
原
理
的
に
直
接
経
験
で
き
な
い
た
め
に
、
言
語
的
行
動
を
含
む
観
察
さ
れ
る
外
的
身
体
的
振
舞
い

(
痛
み
の
因

果
的
機
能
の
一
部
)
を
手
掛
か
り
と
し
て
、

そ
れ
に
内
的
体
験
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
、
単
に
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

間
じ
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
仮
定
に
反
す
る
事
例
も
、
直
接
に
は
経
験
で
き
ず
、
ま
た
こ
の
仮
定
を
修
正
す
る
必
要
も
生
じ
な
い
の
で
あ
る
(
同

十
九
節
)
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
痛
み
に
つ
い
て
の
こ
の
考
察
を
、
心
的
事
象
一
般
に
妥
当
す
る
も
の
と
見
な
し
た
。

十

し
か
し
、
痛
み
に
つ
い
て
は
、
痛
み
の
惑
覚
を
そ
れ
の
内
的
質
的
体
験
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

は
た
し
て
心
的
事
象
一
般
に
内
的

質
的
側
面
が
伴
う
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。



(i) 
先
ず
、
す
べ
て
の
個
別
的
な
精
神
的
現
象
(
事
実
)
を
、
「
心
的
事
象
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
心
的
事
象
に
は
、
感
覚
的
に
知
覚
す

る
こ
と
、
記
憶
す
る
こ
と
、
想
像
す
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
信
じ
る
こ
と
、
知
る
こ
と
、
快
苦
を
感
じ
る
こ
と
、
欲
求
す
る
こ
と
、
嫌
悪
す
る

こ
と
、
意
志
す
る
こ
と
、
種
々
の
感
情
を
も
つ
こ
と
、
行
為
を
遂
行
し
な
が
ら
種
々
の
意
識
様
態
を
も
つ
こ
と
(
知
覚
も
そ
の
一
形
態
で
あ
る
と

」
ろ
の
、
行
為
遂
行
的
意
識
)
、
等
々
が
あ
る
。

心
的
事
象
と
し
て
の
痛
み
と
は
、
私
が
、
或
る
身
体
的
状
態
に
あ
り
、
か
っ
、
私
の
身
体
の
或
る
部
分
が
痛
む
こ
と
を
身
体
内
的
に
感
じ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
身
体
内
的
に
感
じ
る
こ
と
は
内
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、
内
的
に
体
験
さ
れ
る
痛
み
と
は
、
内
的
身
体
の
或
る
部
位

が
痛
む
こ
と
で
あ
る
。

(2) 
知
覚
す
る
こ
と
は
、
精
神
の
現
在
の
現
実
的
な
活
動
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
は
っ
き
り
と
(
顕
在
的
に
)
意
識
的
で
あ
る
場
合
と
、
そ
う

で
な
い
場
合
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
作
文
を
し
て
い
る
今
、
私
は
、
私
の
書
い
て
い
る
文
が
文
法
的
に
正
し
い
か
ど
う
か
に
注
意
を
集
中
し
、
私

が
書
き
つ
つ
あ
る
表
現
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外
の
、
毘
囲
の
騒
音
状
態
や
、
私
の
姿
勢
な
ど
を
、

は
っ
き
り
と
は
意
識
し
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
必
要
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
そ
れ
る
を
は
っ
き
り
と
意
識
で
き
る
と
い
う
状
態
に
あ
り
、
ま
た
、
十
分
に
異
常
な
騒
音
ゃ
、

十
分
に
異
常
な
姿
勢
が
生
じ
れ
ば
、

そ
れ
を
は
っ
き
り
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
騒
音
や
姿
勢
の
は
っ
き
り
意
識
的
で
な
い
知
覚
は
、
注
意
に
値
す

る
ほ
ど
大
き
な
異
常
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
知
覚
で
あ
り
、
言
わ
ば
消
極
的
あ
る
い
は
否
定
的
な
知
覚
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
や
は
り
現
実

の
(
積
極
的
な
)
知
覚
で
あ
る
。
自
分
の
姿
勢
の
消
極
的
な
知
覚
が
現
実
の
知
覚
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
の
自
分
の
姿
勢
を
現
実
に
知
覚
し
て
い

な
け
れ
ば
、
同
じ
姿
勢
を
保
っ
て
作
文
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
音
に
つ
い
て
は
、
覚
醒
し
て
い
る
鍵

聴
者
に
は
、
完
全
な
無
音
状
態
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
自
身
が
音
を
立
て
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

自
身
が
立
て
る
音
を
、
行
動
の
手
掛
り
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
「
聴
覚
的
自
己
知
覚
」

S
E
C
-
Zミ
胃
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cszzD))0
そ
し
て
、
現
在
の

騒
音
状
態
が
ま
っ
た
く
な
く
な
れ
ば
、

そ
の
こ
と
が
、
騒
音
状
態
の
変
化
と
し
て
知
覚
さ
れ
、
行
動
に
変
化
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
知
覚
は
本

七
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来
環
境
の
変
化
の
知
覚
で
あ
り
、
環
境
に
[
十
分
大
き
な
〕
変
化
が
な
け
れ
ば
、
環
境
の
状
態
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
通
り
に
あ
る
も
の
と

見
な
さ
れ
、
は
っ
き
り
と
は
意
識
さ
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
対
象
を
今
は
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
は
い
な
い
が
、
必
要
な
ら
ば
そ
れ
を
い
つ
で
も
は
っ
き
り
と
意
識
で
き
る
と
い
う
精
神
の
状
態
を
、

「
潜
在
的
意
識
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
知
覚
に
は
顕
在
的
な
知
覚
と
潜
在
的
な
知
覚
と
が
あ
る
と
言
え
る
。
潜
在
的
な
知
覚
が
、
現
実
の
知
覚
で
あ

る
こ
と
は
、
そ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
現
在
の
行
動
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
潜
在
的
な
知
覚
が
顕

在
的
な
知
覚
に
な
る
と
き
、
潜
在
的
で
あ
っ
た
知
覚
と
同
一
の
知
覚
が
顕
在
的
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
別
個
な
知
覚
が
生
じ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
知
覚
の
内
容
に
十
分
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
通
常
は
そ
の
変
化
が
気
づ
か
れ
る
で

あ
ろ
う
。
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

そ
れ
ち
の
知
覚
が
内
容
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

内
容
に
変
化
の
な
い
継
起
す
る
二
つ
の
知
覚
は
、
同
一
の
知
覚
で
あ
る
と
規
約
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ち
に
対
象
の
知
覚
そ
れ
自
体
が
、
対
象
が
知
覚
者
自
身
と
ど
う
い
う
空
間
的
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
知
覚
を
含
ん
で
お
り
、

こ
の
知
覚
は
、
姿
勢
を
も
含
む
自
己
の
身
体
の
状
態
の
潜
在
的
な
内
的
自
己
受
容
的
知
覚
を
前
提
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
の
身
体
の
内
的
知
覚

(3) 

一
種
の
自
己
意
識
(
自
覚
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
対
象
の
知
覚
は
、
潜
在
的
な
自
己
知
覚
を
前
提
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
潜
在
的
な
自
己
知
覚
が
現
実
の
意
識
で
あ
る
こ
と
は
、
も
し
そ
れ
が
失
わ
れ
れ
ば
、
対
象
の
知
覚
に
際
し
て
適
切
に
行
動
で
き
な
く

(
自
己
知
覚
)
lま

な
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。

(4) 
ま
た
、
私
が
知
覚
に
お
い
て
対
象
(
作
文
中
の
文
)
を
[
顕
在
的
あ
る
い
は
潜
在
的
に
〕
意
識
し
て
い
る
と
き
、
何
を
意
識
し
て
い
る

か
を
問
わ
れ
れ
ば
い
つ
で
も
「
私
は
こ
の
対
象
を
意
識
し
て
い
る
」
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
答
は
、
私
が
対
象
に
つ
い
て
の
自
分
の
意

識
を
顕
在
的
に
意
識
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
、
対
象
の
意
識
は
、
同
時
に
そ
の
意
識
そ
の
も
の
の
議
在
的
な
意
識
(
自
覚
、

自
己
意
識
)

で
も
あ
っ
た
、
従
っ
て
、
対
象
の
知
覚
は
、
再
持
に
そ
の
知
覚
の
潜
在
的
な
意
識
で
も
あ
る
、
と
言
え
そ
う
に
見
え
る
。



し
か
し
、
対
象
の
知
覚
の
こ
の
潜
在
的
な
意
識
(
自
己
意
識
)
も
、
現
実
の
意
識
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
対
象
の
知
覚
が
前
提
す
る

潜
在
的
な
自
己
知
覚
が
、
現
在
の
行
動
を
支
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
現
実
り
意
識
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
見
た
(

3

)

)

。
し
か
し
、
対
象
の

知
覚
の
潜
在
的
な
意
識
(
自
己
意
識
)
は
、
ど
の
よ
う
に
現
在
の
行
動
を
支
え
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
「
私
は
こ
の
対
象
を
知

覚
し
て
い
る
」
と
言
明
す
る
と
い
う
現
在
の
言
語
的
行
動
を
支
え
て
い
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
こ
の
言
語
的
行
動
を
支
え
て
い

る
の
は
、
対
象
の
知
覚
の
顕
在
的
な
意
識
(
自
己
意
識
)
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
顕
在
的
な
意
識
は
、
現
実
的
な
潜

在
的
意
識
に
先
行
さ
れ
る
こ
と
な
く
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
顕
在
的
な
自
己
意
識
の
対
象
で
あ
る
、
外
的
対
象
の
知
覚
が
、
突
如
と
し
て
顕
在
的
に
意
識
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
外
的
知
覚
は
一
瞬
訴
の
活
動
で
あ
る
か
、
現
在
の
活
動
で
あ
る
か
の
、

い
ず
れ
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
瞬
前
の
活
動

そ
れ
が
現
在
想
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
外
的
対
象
の
知
覚
が
想
起
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

が
一
瞬
前
に
「
私
は
こ
の
対
象
を
今
知
覚
し
て
い
る
」
と
い
う
、
現
実
の
潜
在
的
自
己
意
識
と
し
て
、
記
銘
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ

外
的
知
覚
が
現
在
の
活
動
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
が
新
た
に
生
じ
た
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
(
一
瞬
前
に
は
そ
の
よ
う
な
活
動
が
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
)
に
も
、
あ
る
い
は
、

一
瞬
前
の
活
動
と
内
容
に
お
い
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
も
、
気
づ
か
な
い
と
す
れ
ば
、
現
在
顕
在
的
に
意

議
さ
れ
る
外
的
知
覚
と
内
容
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
外
的
知
覚
が
、

一
瞬
前
に
現
実
に
存
在
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、

(3) 

で
述
べ
た
よ
う
に
、

そ
の
外
的
知
覚
に
は
、
潜
在
的
な
自
己
知
覚
(
対
象
の
知
覚
の
前
提
ま
た
は
背
景
と
な
っ
て
い
る
、
知
覚
者
の
身
体
の
内
的

自
己
受
容
的
知
覚
)
が
伴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
潜
在
的
な
自
己
知
覚
辻
、
潜
在
的
な
自
己
意
識
と
見
な
さ
れ
得
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
対
象
の
知
覚
に
は
、

そ
の
知
覚
自
体
の
潜
在
的
ま
た
は
頭
在
的
な
意
識
(
自
己
意
識
)
が
常
に
伴
っ
て
お
り
、
顕
在
的
自
己
意
識

は
潜
在
的
自
己
意
識
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た

(
顕
在
化
し
た
)
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

(5) 
対
象
の
知
覚
に
は
常
に
同
時
に
そ
の
意
識
の
潜
在
的
な
意
識
(
自
覚
、
自
己
意
識
)
が
論
理
的
に
伴
っ
て
お
り
、
逆
に
、
対
象
の
知
覚

九



O 

の
潜
在
的
な
意
識
は
常
に
同
時
に
そ
の
対
象
の
知
覚
を
論
理
的
に
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
対
象
の
知
覚
と
そ
の
知
覚
の
潜
在
的
な
意
識

サ
ル
ト
ル
が
「
対
象
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
定
立

で
あ
る
」
と
主
張
し
た
の
は
、
こ
の
事
態
で
あ
っ
た

と
は
、
別
個
な
活
動
で
は
な
く
て
、
単
一
で
同
一
の
事
象
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

的
意
識
(
知
覚
)
は
、
同
時
に
、

そ
れ
自
身
に
つ
い
て
の
非
定
立
的
意
識
(
潜
在
的
意
識
)

と
思
わ
れ
る
。

(S) 
以
上
の
議
論
を
要
約
す
る
と
、

(2)
感
覚
知
覚
は
、
精
神
の
現
在
の
現
実
的
活
動
で
あ
り
、
感
覚
知
覚
に
は
、
顕
在
的
な
知
覚
と
潜

在
的
な
知
覚
が
あ
り
、

(3)
対
象
の
知
覚
は
、
潜
在
的
な
自
己
知
覚
を
前
提
し
て
お
り
、

(4)
対
象
の
知
覚
に
は
、
常
に
同
時
に
そ
の
知
覚
の

潜
在
的
な
意
識
(
自
覚
、
自
己
意
識
)
)
伴
っ
て
お
り
、

(5)
こ
の
対
象
の
知
覚
は
、
そ
の
知
覚
の
潜
在
的
な
意
識
(
自
覚
、
自
己
意
識
)
と
向

一
の
事
象
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

感
覚
知
覚
の
内
的
質
的
側
面
は
、
或
る
対
象
が
そ
の
知
覚
者
に
、
或
る
あ
り
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
、

(
視
覚
的
、
聴
覚
的
、
触
覚
的
、
味
覚
的
、
ま
た
は
嘆
覚
的
)
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
自
己
知
覚
の
内
的
関

[
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的
に
J

知
覚
的

面
は
、
知
覚
者
の
身
体
が
知
覚
者
に
、
或
る
あ
り
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
、
知
覚
的
(
内
的
身
体
的
、
自
己
受
容
知
覚
的
)
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

註(2) 

(3) 

(4) 
ギ
ブ
ソ
ン
の
、
受
量
的
知
覚
ま
た
は
環
境
に
よ
っ
て
「
賦
課
(
強
鶴
)
さ
れ
る

知
覚
」
公
言
℃

2
孟
吉
宗
さ
な
。
ロ
)
に
対
比
さ
れ
る
、
「
能
動
的
知
覚
」

(
2
5尋
問
活

2
0
Z
Z
3
)
ま
た
は
「
獲
氾
得
さ
れ
る
知
覚
」

(
0
σ
Z言
。
込
宮
『
2Hγ

zoロ
)
の
考
え
を
晃
よ
。

(
H
-
c
-
z
c
p
(
ご
叫
豆
、
呂
を
ま
S

き
ま
た
せ
司
令
色

2
M》雪
shvHS目的、芸ヨタ
(
V
F
N
i
ω

・

3
・
2
l
∞∞)

c
g
S
2
(
ご・℃・

2
を
晃
よ
。

G
F
Z
0
2
(
戸)・匂・

2
を
見
よ
。

zc与
吉
吋
m-H-w・・
3
3
§
な
き
・
匂
・
=
-
一
上
村
保
子
訳
、
ホ
ッ
ホ
パ

i
グ

『
知
覚
』
一
二
五
頁
を
克
よ
。

何
を
一
つ
の
も
の
と
見
な
す
か
は
、
恋
意
的
に
規
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
内
容
が
同
じ
で
あ
る
継
起
す
る
こ
つ
の
も
の
を
一
つ
の
も
の
と
克
な
す

(5) 

(6) 
こ
と
は
、
単
に
恋
意
的
な
規
約
で
は
な
く
て
、
実
際
的
な
意
義
の
あ
る
規
約
で

あ
る
。

木
曽
「
重
接
知
覚
か
非
知
覚
か
」
第
一
節
二
項
(
四
九
頁
)
及
び
三
節
(
五
四

1
五
七
頁
)
を
見
よ
。

註

(2)
を
見
よ
。

?目
y
Eユ
ヨ
ト
.2高
足
町
内
司
悼
む

S
F
℃
・
昌
一
松
浪
信
三
郎
訳
、
サ
ル
ト
ル

『
存
在
と
無
』
第
一
分
間
、
二
八
頁
を
見
よ
。
引
用
文
中
の
括
弧
内
は
、
引
用

者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

木
曽
「
直
接
知
覚
か
非
知
覚
か
」
四
九
頁
に
お
け
る
「
感
覚
的
意
識
」
に
相
当

す
る
。

(7) 

(8) 

(

Q

d

)

 



記
憶
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
記
憶
し
て
い
る
(
覚
え
て
い
る
)
と
い
う
意
味
と
、
今
思
い
出
す
(
想
起
す
る
)
と
い
う
意
味
と
が
あ

る
。
今
思
い
出
す
(
想
起
す
る
)
と
い
う
こ
と
は
、
[
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的
な
]
心
的
活
動
で
あ
る
が
、

て
い
る
(
覚
え
て
い
る
)
と
い
う
こ
と
辻
、
心
的
状
態
で
あ
る
。

十
四

」
れ
と
区
別
さ
れ
た
意
味
で
記
憶
し

今
想
起
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
の
或
る
事
象
(
或
る
こ
と
)
を
想
起
す
る

(
5
5
3
σ
2
1
5三
)
場
合
と
、
過
去
に
習
得
し
た
或
る
行
動

の
仕
方
(
い
か
に
為
す
べ
き
か
)
を
想
起
令
。
B
O
S
Z
?
F
O者
i
g
i号
)
し
な
が
ら
行
動
す
る
と
い
う
場
合
と
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
或
る

」
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と

(
}
S
O
宅

i
S三
)
と
い
か
に
為
す
べ
き
か
を
知
っ
て
い
る
こ
と
(
}
内
ロ

O君
!
F
O当
)

の
反
一
別
の
一
例
で
あ
る
が
、
或
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
場
合
、
言
語
的
行
動
を
含
む
い
か
な
る
行
動
を
為
す
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
い
か
に
為
す
べ
き
か
、
を
知
っ

て
い
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。

向
か
過
去
の
事
象

(
ま
た
は
行
動
の
仕
方
)

を
想
起
す
る
こ
と
が
現
実
に
で
き
る
た
め
に
辻
、

そ
の
何
か
が
、

過
去
に
知
覚
に
お
い
て
記
銘

(
ま
た
は
習
得
)

さ
れ
、

そ
れ
が
把
持
(
ま
た
は
保
持
)

さ
れ
、

そ
れ
が
今
再
生
(
ま
た
は
再
現
)
さ
れ
、

そ
れ
が
そ
れ
と
し
て

[
顕
在
的
ま
た

は
潜
在
的
に
)
再
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
再
認
を
伴
う
再
生
が
、
想
起
に
廷
か
な
ら
な
い
。

記
憶
し
て
い
る
(
覚
え
て
い
る
)
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
が
記
銘
ま
た
は
習
得
さ
れ
た
後
、

的
状
態
で
あ
り
、

そ
れ
が
把
持
ま
た
は
保
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
心

」
れ
は
、

一
つ
の
能
力
(
多
く
の
場
合
言
語
的
行
動
を
含
む
或
る
種
の
行
動
の
能
力
)
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の

能
力
の
行
使
(
現
実
態
)

で
あ
る
想
起
と
区
別
し
て
、
或
る
種
の
行
動
へ
の

「
傾
向
」
(
込
宮
℃
C
包
立
。
ロ
)
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

記
寵
し
て
い
る
と
い
う
[
傾
向
と
し
て
の
〕
心
的
状
態
が
意
識
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
の
現
実
態
で
あ
る
[
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的
な
]
想
起
に

お
い
て
で
あ
る
。
従
っ
て
、
記
嬉
し
て
い
る
と
い
う
心
的
状
態
そ
の
も
の
は
、
潜
在
的
な
記
憶
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
想
起
と
い
う
心
的
活
動
は
、

潜
在
的
ま
た
は
顕
在
的
な
記
犠
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
記
憶
一
般
の
内
的
側
面
は
、
或
る
事
象
ま
た
は
行
動
を
、
私
が
か
つ
て
そ
れ
を
体
験
し
た

と
い
う
既
往
惑
を
伴
っ
て

[
潜
在
的
ま
た
は
顕
在
的
に
〕
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。



以
上
の
よ
う
な
分
析
を
他
の
心
的
事
象
に
も
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
心
的
事
象
に
、

ず
れ
に
し
て
も
〕
現
実
の
内
的
質
的
側
面
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
心
的
事
象
に
は
、
顕
在
的
に
も
潜
在
的
に
も
意

識
さ
れ
な
い
、
無
意
識
の
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
的
で
あ
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
心
的
事
象
は
、

〔
顕
在
的
ま
た
は
潜
在
的
な
、

し
か
し
い

内
的
体
験
の
側
面
を
欠
い
た
も
の
で
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
の
よ
う
な
無
意
識
の
心
的
事
象
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
心
的
事
象
が
内

外
の
二
側
面
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
、
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
決
し
て
意
識
さ
れ
な

い
心
的
事
象
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
す
べ
て
の
心
的
事
象
は
、
原
理
的
に
意
識
化
で
き
、
従
っ
て
内
的
側
面
を
も
ち
得
る
と
考

え
る
べ
き
か
の
、

い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
今
は
、
こ
の
間
題
を
こ
れ
以
上
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
五
章

ク
リ
プ
キ
の
一
一
元
込
調

十
五

「
心
と
は
何
か
」
(
一
)
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、

ク
リ
プ
キ
(
∞
・
同
ユ
℃
宮
)
の
考
え
を
、
以
下
の
よ
う
に
解
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
心

的
事
象
の
内
的
質
的
体
験
、
例
え
ば
身
捧
的
な
痛
み
の
感
覚
と
、
脳
の
神
経
過
程
と
を
同
一
視
す
る
な
ら
ば
、
様
梧
論
理
学
の
定
理
に
基
い
て
、

痛
み
と
神
経
過
程
と
は
、
必
然
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
痛
み
が
そ
の
神
経
過
程
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
も
、

ま
た
そ
の
神
経
過
程
が
そ
の
痛
み
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
も
、
共
に
十
分
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
そ
の
痛
み
と
そ
の
神
経
過
程
の
対

応
は
、
事
実
的
偶
然
的
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
痛
み
と
そ
の
神
経
過
程
は
、
同
一
の
事
象
で
は
な
い
」
(
(
一
)
十
九
節
)
。

こ
の
考
え
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
す
る
よ
う
な
心
身
同
一
説
を
採
れ
ば
、

単
に
事
実
の
上
で
の
偶
然
的
な
同
一
性
で
は
な
く
、
強
い
論
理
的
必
然
的
な
同
一
性
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

心
的
事
象
と
神
経
生
理
過
程
と
の
同
一
性
が
、

ク
リ
プ
キ
の
言
う
通
り
で
あ
る
が
、

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
特
に
国
難
な
問
題
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
「
わ
れ
わ
れ
が
或
る
心
的
事
象
に
対
忘
す
る
神



経
過
程
を
知
ち
な
い
限
り
、
そ
の
心
的
事
象
が
そ
の
神
経
過
程
と
同
一
の
事
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
偶
然
的
な
命
題

に
留
ま
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
心
的
事
象
が
神
経
過
程
と
同
一
の
事
象
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
個
々
の
心
的
過
程
と
同
一
の
事
象
で
あ
る
個
々
の
神

経
過
程
を
知
る
に
至
る
な
ら
ば
、
一
向
者
が
同
一
の
事
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
然
的
な
命
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
考
え
た
(
間
二
十
第
)
。

し
か
し
、
も
し
ク
リ
プ
キ
自
身
の
用
語
法
に
厳
密
に
従
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
を
、

一
性
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
同
一
性
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
(
経
験
的
な
)
真
理
で
あ
る
が
、
そ
の
同
一
一
性
は
、
わ
れ
わ

れ
が
そ
れ
を
知
ろ
う
と
知
る
ま
い
と
、
必
然
的
な
真
理
で
あ
る
」
と
言
わ
ね
ば
な
さ
な
い
。
そ
し
て
、
ク
ワ
プ
キ
に
よ
れ
ば
、
痛
み
が
神
経
過
程

を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
神
経
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
考
え
ち
れ
る
(
想
像
可
能
で
あ
る
)
な
ち
ば
、

両
者
が
同
一
で
な
い
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
両
者
の
同
一
性
は
必
然
的
で
は
な
く
、
従
っ
て
、
両
者
は
同
一
の
事
象
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ク

ヮ
プ
キ
に
お
い
て
は
、
或
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

(82の
め
言
与
一
。
)
す
な
わ
ち
想
橡
可
能
で
あ
る

(5お
宮
与
さ
と
い
う
こ
と
と
同
一
視
さ
れ
、
或
る
こ
と
が
必
衆
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
す
な

わ
ち
想
像
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
一
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
(
宍
ユ
℃
宮
(
ご
・
℃
℃
・

5
-
i
∞
一
民
江
℃
-
S
(
N
)
・
℃
℃
・
会

i
o
.
s
.
-
-
ω
i
ニム.

足
ご
。
従
っ
て
、
痛
み
と
神
経
過
程
と
が
同
一
の
事
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
様
相
論
理
の
定
理
に
基
い
て
両
者
は
必
然
的
に
同
一
で
あ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
一
方
が
他
方
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
は
事
実
に
反
す

「
わ
れ
わ
れ
が
二
つ
の
事
象
の
同

る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ク
リ
プ
キ
の
主
張
の
根
拠
を
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
、
「
心
的
事
象
と
神
経
生
理
過
程
と
が
同
一
の
事
象
で
あ
り
な
が

一
方
が
地
方
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
る
(
想
議
可
能
で
あ
る
)
か
ど
う
か
」
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

り、
210主

本
論
二
十
節
、
特
に
(
立
)
、
(
日
)
を
見
よ

9

}
ハ
ユ
℃
討
作

(
-
y
・4
己

m
w
E
X】二言門
H
2
2
2
m
w
-
q
J
-ハ
ユ
℃

wmw(
∞
)
・
司
令
さ

sh

(3) 
き
弘
司
発
言
抗
見
守
・
以
下
両
様
ョ

詮

(i)
を
見
よ
。



二
回

十
六

ク
リ
プ
キ
は
第
一
に
、
わ
れ
わ
れ
の
自
然
な
言
語
的
直
観
に
よ
れ
ば
、

(1) 
日
常
語
の
固
有
名
(
胃
C
℃
2
5
5
2
)
は
、
固
定
的
指
示
表
現
(
円
Z
E
号
巴
哲
三
ミ
的
)
で
あ
る
、

と
主
張
す
る

(穴三℃
-
Z
(
N
)
・
℃
℃
・
?
怠
)
。
指
示
表
現

(ag-mgzz)
と
は
、
固
有
名
の
よ
う
に
、
唯
一
の
個
物
を
指
示
す
る
こ
と
を
意

図
し
て
使
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
り
、
固
有
名
の
ほ
か
に
、
確
定
記
述
匂
(
号
2
E
Z
号
却
の
ユ
立
さ
己
的
)
が
あ
る

(
℃
・
立
)
。
確
定
記
述
匂
と
は
、

「
古
代
最
後
の
大
哲
学
者
」

(
2
5
E三
賞
。
主
主
M
2
2
0
芸
2
c『

S
E
E
-
q
)
(
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
)
、
「
第
四
十
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
」

(50
品
。
吾

MVB己
与
。
己
主

5
0
C
E
Z
(同
盟
主
命
的

O
同
〉

Emw円
一

g)
(
リ
ソ
!
ガ
ン
大
統
領
)
、

「
こ
の
論
文
の
著
者
」

(
5
0
2
5
2
0
ご
F
宮
内
ち

丘
三
0
)

な
ど
の
よ
う
な
、

或
る
条
件
を
充
た
す
唯
一
の
も
の
を
指
示
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
使
用
さ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

屈
有
名
が
窟
定
指
示

表
現
で
あ
る
と
は
、
固
有
名
が
、

そ
れ
が
現
実
の
世
界
に
お
い
て
指
示
し
て
い
る
対
象
〔
と
同
一
の
対
象
]
を
、
あ
ち
ゆ
る
可
能
的
世
界

S
o
m
a

包

σ-o
毛
C

ユ己
ω)

に
お
い
て
指
示
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(℃℃・ム∞・
4

∞)。

一
つ
の
可
能
的
世
界
と
は
、
考
え
得
る

(
想
像
で
き
る
)

一
つ
の

〔
可
能
な
)
状
況
(
事
態
)

の
こ
と
で
あ
り
、
現
実
の
世
界
(
状
況
)
も
、

一
つ
の
可
能
的
世
界
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
固
有
名
(
例
え

ば
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
)
は

そ
れ
が
現
実
の
世
界
で
或
る
対
象
(
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
)
を
指
示
し
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
対
象
が
現
実
と
は

異
な
る
ど
の
よ
う
な
特
徴
(
性
質
と
他
の
対
象
に
対
す
る
関
係
)
を
も
っ
ど
り
よ
う
な
世
界
(
反
事
実
的
状
況
)
を
考
え
て
も
、

そ
の
世
界
で
一
冗

の
対
象
(
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
)
を
指
示
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
固
有
名
は
、
元
の
対
象
が
存
在
し
な
い
よ
う
な
可
能
的
世
界
に
お
い

て
も
、
元
の
対
象
を
指
示
す
る
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
古
代
最
後
の
大
哲
学
者
で
な
か
っ
た
よ
う
な
世
界
、
彼
が
ア
レ
ク
サ

ン
ダ
!
大
王
の
家
庭
教
師
で
な
か
っ
た
よ
う
な
世
界
、

彼
が
そ
も
そ
も
哲
学
者
と
な
ち
な
か
っ
た
よ
う
な
世
界
、

[
更
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

存
在
し
な
い
よ
う
な
世
界
、
]
等
々
が
、
可
能
的
世
界
と
し
て
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
ど
の
世
界
に
お
い
て
も
、
「
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
」
は
現
実

の
こ
の
世
界
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
再
一
の
人
物
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
指
示
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
確
定
記
述
句

(
例
え
ば
「
古
拭
最
後
の
大
哲
学
者
」
)
は

そ
の
表
現
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
条
件
を
充
足
す
る
よ
う
な
或



る
唯
一
の
対
象
が
存
在
す
る
限
り
、

そ
の
よ
う
な
対
象
を
指
示
す
る
の
で
、
現
実
の
世
界
で
は
そ
れ
は
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
を
指
示
す
る
け
れ
ど
も
、

ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
が
古
代
最
後
の
大
哲
学
者
で
な
か
っ
た
よ
う
な
可
能
的
世
界
で
は
、
別
人
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
c

そ
れ
ゆ
え
、

確
定
記
述
句
は
、
非
居
定
的
な
指
示
表
現

2
0
2
!
ユ
包
込
号
丘
町
立

g
z
g
)

と
言
わ
れ
る
(
匂
℃
・
尽
.
会

.
8
W
O
N
-

(2) 

?註十
七

テ
リ
オ
リ

(3) 

で
あ
る
、

こ
の
こ
と
は
、
議
相
論
理
学
(
言
。
去
二
o笠
の
)
に
お
い
て
、
形
式
的
な
論
理

体
系
に
対
す
る
一
つ
の
解
釈
と
し
て
、
可
能
的
世
界
の
ど
れ
か
に
お
い
て
存
在

す
る
対
象
を
す
べ
て
集
め
た
単
一
の
対
象
領
域
を
考
え
、
或
る
対
象
が
或
る
可

能
的
世
界
に
お
い
て
或
る
述
語
を
議
定
す
る
か
ど
う
か
を
、
そ
の
対
象
が
そ
の

可
能
的
世
界
に
属
す
る
(
存
在
す
る
)
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
規
約
す
る

よ
う
な
モ
デ
ル
を
、
採
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
基
い
て
い
る
。

(2) 

E
Z
o
m
E仏
門

2
2
5戸
入
A
S
E
N

ミ
E
S
Eミ
ミ
ミ
円
。

h
p
℃
℃
・
=
∞
i

G

を
見
よ
。

日
常
言
語
で
確
定
記
述
匂
が
必
ず
非
毘
定
的
に
使
わ
れ
る
と
一
一
一
一
口
う
の
で
は
な
く

て
、
多
く
の
場
合
に
そ
う
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く
の
場
合
に
そ
う
使
う

こ
と
と
規
約
す
る
こ
と
が
覆
利
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
ク
リ
プ
キ
は
、

必
然
性

(
2
2
2皇
可
)
(
及
び
偶
然
性
(
わ
き
江
口
君
ロ
ミ
)
]
と
ア
プ
リ
オ
リ

(
印
有
吉
江
)
性
(
及
び
ア
ポ
ス

(
印
可
。
丘
三
cユ
)
性
〕

た
が
い
に
独
立
な
概
念
と
し
て
区
別
す
る
c

先
ず
、

と
を
、

或
る
こ
と
が
、
現
実
[
の
世
界
]

に
お
い
て
真
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
真
で
あ
る
と
き
、

そ
れ
は
、

〔
な
真
理
]

で
あ
る
、

必
然
的
(
ロ

2
2
8ミ
)

と
言
わ
れ
る

(4) 

(5) 

/ーヘ
℃ 
、../

(℃・
ω
∞)。

こ
れ
と
関
連
し
て
、

或
る
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
一

つ
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
真
で
あ
る
と
き
、

そ
れ
は
可
能
(
℃
2
2
A
C
Z
)
で
あ
り
、

或
る
こ
と
が
、

い
か
な
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
も
真
で
な
い
と
き
、

不
可
能

そ
れ
は
、

(
吉
否
。
2
5
Z
)
で
あ
り
、

或
る
こ
と

が
必
然
的
で
あ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
の
否
定

(コ
O
ナ
℃
)
が
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
或
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
の
否
定
が

五



--'--
/¥ 

必
然
的
で
あ
り
、

(6) 
あ
る
こ
と
が
、
必
然
的
で
も
不
可
能
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
、
鵠
熱
的

(
8三
言
問
。

2
F
2
n
E
S
S
}
)
で
あ
る
。

そ
し
て
、
必
然
的
、
可
能
的
、
不
可
能
的
、

m偶
然
的
の
諸
概
念
は
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
無
関
孫
な
、
形
而
上
学
的

(
存
在
論
的
)

な
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る

(℃・

ω
∞)。

こ
れ
に
対
し
て
、

ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
か
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
で
あ
る
か
は
、

わ
れ
わ
れ
の

認
識
に
関
わ
る
、
認
識
論
的
な
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

(7) 
〔
或
る
人
に
と
っ
て
〕

ア
プ
ワ
オ
リ
な
真
理
と
は
、

い
か
な
る
経
験
か
ら
も
独
立
に
[
そ
の
人
に
〕
知
ら
れ
得
る
真
理
で
あ
り
、

(g) 
[
或
る
人
に
と
っ
て
〕

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
な
真
理
と
は
、
何
ち
か
の
経
験
に
よ
っ
て

〔
そ
の
人
に
]
知
ら
れ
る
真
理
で
あ
る
。

必
然
性
と
ア
プ
ワ
オ
ワ
性
と
が
た
が
い
に
独
立
な
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
異
体
例
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
。
必
然
的
で
あ
り
な
が
ら
ア
プ
リ
オ
ワ

で
な
い
命
題
と
し
て
は
、
ゴ
ル
ト
バ
ッ
ハ

(
C
c
s
g
n
y
)
に
よ
る
、
「
2
よ
り
大
き
い
偶
数
は
二
つ
の
素
数
の
和
で
あ
る
」
と
い
う
、
数
学
に
お

い
て
未
だ
証
明
さ
れ
て
い
な
い

(
と
思
わ
れ
る
〕
推
測
が
挙
げ
ら
れ
る

(
3・
8
i
お
)
。
す
な
わ
ち
こ
の
推
誕
は
、
数
学
的
命
題
で
あ
る
の
で
、

必
然
的
に
真
で
あ
る
か
、
必
然
的
に
偽
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
未
だ
誰
に
も
ア
プ
リ
オ
リ
に
知
ら
れ
て
い
ず
、
ま
た
誰
か
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
知

ら
れ
得
る
と
い
う
保
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、

自
の
前
の
こ
の
テ
i
ブ
ル
が
何
で
で
き
て
い
る
か
は
、

経
験
的
に

(
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
)

し
か
知
与
れ
な
い
。

し
か
し
も
し
そ
れ
が
木
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

そ
れ
が
氷
で
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

必
然
的
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、

「
こ
の
テ
ー
ブ
ル
は
水
で
で
き
て
い
な
い
」
と
い
う
命
題
は
、

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
で
あ
る
が
必
然
的
な
真
理
を
表

わ
す
こ
と
に
な
る
(
宍
三
℃
W
O
(
-
)

・
P
E
ω
)
。

ま
た
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
、

実
際
に
彼
が
成
し
遂
げ
た
種
々
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た
人
と
し
て
定
義
し
、

「
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
」
と
い
う
富
有
名
を
、
現
実
の
世
界
で
そ
れ
ら
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た
入
が
事
実
に
お
い
て

(
現
実
の
世
界
で
)
そ
れ
で
あ
る
入
自
捧
を
、

毘
定
的
に
(
ど
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
も
)
指
示
す
る
よ
う
に
使
用
す
る
と
す
れ
ば
、
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
そ
れ
ら
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た
」



と
い
う
命
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
そ
れ
ら
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た
人
と
し
て

〔
ア
プ
リ
オ
リ
に
]
定
義
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

ア
プ
ワ
オ
ワ
な
真
理
で
あ
る
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
そ
れ
ら
の
業
績
の
ど
れ
も
成
し
遂
げ
な
か
っ
た
よ
う
な
可
能
的
世
界
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
る
、
必
然
的
な
真
理
で
誌
な
い

(℃℃・

2
i
∞
)
。
こ
れ
が
、

ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
り
な
が
ら
必
然
的
で
な
い
命
題
の
開
で
る
る
。
こ
の
例
の

よ
う
な
場
合
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
こ
れ
こ
れ
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た
唯
一
の
入
」
と
い
う
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
自
体
に
と
っ
て
は
偶
然
的
に
妥
当

す
る
確
定
記
述
句
に
よ
っ
て
、

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」

と
い
う
屈
有
名
の
指
示
対
象
を
、

現
実
の
世
界
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
業
績
を
成
し
遂
げ
た

唯
一
の
入
(
そ
れ
が
事
実
に
お
い
て
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
で
あ
る
)
と
し
て

[
定
義
に
よ
り
〕
確
定
し
、

そ
の
後
、

こ
の
固
有
名
を
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
的
世
界
に
お
い
て
同
一
の
そ
の
対
象
(
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
白
体
)
を
[
固
定
的
に
]
指
示
す
る
よ
う
に
、
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
言
わ

れ
る
(
(
日
)
・
℃
・
-
∞
pzCnos--
の
例
を
見
よ
)
。

偶
然
的
で
か
つ
ア
ポ
ス
テ
ワ
オ
リ
な
命
題
の
例
は
、
容
易
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
開
え
ば
「
一
九
八
七
年
十
二
月
現
在
に
お
け
る
日
本
の

首
相
は
、
竹
下
登
氏
で
あ
る
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

」
の
命
題
が
真
で
あ
る
こ
と
を
、
経
験
的
事
実
に
基
い
て

(
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ

に
)
知
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
竹
下
登
氏
以
外
の
入
が
首
相
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
た
か
ら
、
そ
の
命
題
は
偶
然
的
に
真
で
あ
る
。

ク
リ
プ
キ
は
、
必
然
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
命
題
を
、
一
分
析
的
」
(
山
口
白

qzn)
と
呼
ぶ

(
(
∞
)
・
℃

-
S
)。
分
析
的
な
命
題
と
し
て
は
、
当
然
、

論
理
学
や
数
学
で
、

わ
れ
わ
れ
自
身
が
そ
れ
ら
を
、
定
義
と
公
理
及
び
定
理
に
基
い
て

(
ア
プ
リ
オ
リ
に
)
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

[
そ
れ

ら
が
必
然
的
に

(
い
か
な
る
可
能
的
状
況
に
お
い
て
も
)
真
で
あ
る
こ
と
を
]
知
る
に
至
っ
た
よ
う
な
、
諸
命
題
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
ク
リ
プ
キ
は
、

「
ニ
ク
ソ
ン
は
人
間
で
あ
る
」
、

「
こ
の
テ
ー
ブ
ル
は
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
あ
る
」
、

「
猫
は
動
物
で
あ
る
」
、

「
金
は
金
属
で
あ

る
」
な
ど
の
命
題
を
も
、
分
析
的
な
命
題
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

七



二
八

T註

ク
リ
プ
キ
は
、
毘
脊
名
の
指
示
対
象
を
決
定
す
る
の
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
、

確
定
記
述
で
は
な
い
と
主
張
す
る

(
(
M
Y

℃℃・

?

5
・
3
)。
確
定
記
述
が

司
有
名
の
指
示
対
象
を
決
定
す
る
特
別
の
場
合
と
は
、
本
文
で
張
想
し
た
「
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
対
象
の
最
初
の
命
名

(EZ巳
冨
マ

吾
ヨ
ω)

の
際
に
、
毘
有
名
の
指
示
対
象
を
確
定
記
述
に
よ
っ
て
決
定
す
る
よ

う
な
場
合
で
あ
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
場
合
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
(
「
海

王
星
」

(
Z
弓
Z
Z
)
(℃・
4

巴
)
や
「
切
ち
裂
き
[
殺
人
鬼
]
ジ
ャ
ッ
ク
」

(
』
俗
芸

5
0
宝
3
2
)
(℃
・
話
)
の
例
が
あ
る
)
が
、
一
般
に
は
、
固
有
名
の

指
示
対
象
は
、
対
象
の
直
一
不

(2H23FCロ
)
か
確
定
記
述
に
よ
っ
て
確
定
さ

れ
た
後
誌
、
情
報
伝
達
の
社
会
的
歴
史
的
な
因
果
的
連
鎖
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ

て
い
る
と
さ
れ
る
を
℃
・

8
・

2
・

8
・

F
g
a
)。
富
有
名
が
次
々
と
伝
達
さ

れ
る
擦
に
、
富
有
名
の
受
け
取
り
手
は
そ
れ
を
、
そ
れ
の
伝
え
手
と
同
じ
指
示
対

象
を
指
示
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
、
意
図
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
℃

-g)。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
使
用
す
る
国
寄
名
は
、
そ
れ
の
指
示
対
象

に
遁
友
で
き
る
の
で
あ
る
(
℃
・

2
)。
同
じ
こ
と
は
、
国
有
名
に
恕
ら
ず
、
国

定
的
に
対
象
を
指
示
す
る
す
べ
て
の
表
現
に
も
当
て
詰
ま
る
を
・

5
切)。

十
J¥ 

第
三
に
ク
リ
プ
キ
は
、

(9) 
或
る
対
象
が
或
る
属
性

(
特
徴
あ
る
い
は
関
孫

〔
的
性
質
〕
)

を
も
つ
こ
と
が
必
然
的
で
あ
る
場
合
、

そ
の
属
性
は
、

そ
の
対
象
の

「
本
質
的
属
性
」

(
白
口
。
∞
∞
mw
ロ
丘
丘
一
℃
同
1
0
℃
。
ユ
可
)

で
あ
る
、

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
或
る
対
象
の
本
質
的
属
性
は
、

〔
そ
の
対
象
が
或
る
可
能
的
世
界
に
存
在
す
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
]
そ
の
対
象
が
あ
ら

ゆ
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
も
っ
て
い
る
属
性
で
あ
る

(℃
-
k
p

∞
 
前
節

(3)
項
及
び
十
六
節
註

(l)
を
見
よ
)
。
同
様
に
、

(
日
)

あ
る
対
象
の

「
偶
然
的
属
性
」

(
2・戸安
v
n
F
色
。
ロ
丹
と
ち
円
。
℃
mw
三
戸
包
の
0
3
江
口
向
。
2
丹
℃
】
1
0
℃
mw吋
片
山
、
)

と
は
、

そ
の
対
象
が
そ
れ
を
も
つ
こ
と

も
も
た
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
な
属
性
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

(
前
節

(6)
項
を
見
よ
)
。

本
震
的
な
属
性
と
し
て
、

ク
リ
プ
キ
は
、
或
る
担
体
に
と
っ
て
そ
れ
が
或
る
自
然
ま
た
は
人
工
の
種
に
属
す
る
こ
と

(
例
え
ば
、

一
ク
ソ
ン
が

人
間
で
あ
る
こ
と

(
℃
-
A

∞)、

」
の
テ
ー
ブ
ル
が

つ
の
テ
ー
ブ
ル
で
あ
る
こ
と

(古・

]-5
ロ))、

或
る
自
然
ま
た
は
人
工
の
種
に
属
す
る
個
体

に
と
っ
て
そ
れ
が
或
る
類
に
属
す
る
こ
と

(
猫
が
動
物
で
あ
る
こ
と

(℃
-
H
N日
)
、

金
が
金
属
で
あ
る
こ
と
)
、
或
る
物
質
に
と
っ
て
そ
れ
が
科
学



的
に
知
ら
れ
た
或
る
組
成
の
も
の
で
あ
る
こ
と

(
こ
の
テ
i
ブ
ル
が
分
子
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と

(℃・
-
N
↓)、

水
が

Z
N
O
で
あ
る
こ
と

/ー¥

℃ 
℃ 

-
N
∞
!
む
)
、

金
が
原
始
番
号
七
九
の
元
素
で
あ
る
こ
と

(℃・日N印))、

或
る
自
然
現
象
に
と
っ
て
そ
の
正
体
が
科
学
的
に
知
ら
れ
た
或
る
事
象
で

あ
る
こ
と

(
光
が
光
子
の
流
れ
で
あ
る
こ
と

(℃℃・-Nhv|ω-)、

熱
が
分
子
運
動
で
あ
る
こ
と

(
℃
℃
・
-
2
1
N
)
、

稲
妻
が
電
気
で
あ
る
こ
と

(
こ
の
テ
ー
ブ
ル
が
木
で
で
き
て
い
る
こ
と

個
体
に
と
っ
て
そ
れ
が
或
る
起
源
を
有
す
る
こ
と
(
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
が
そ
の
実
際
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
(
℃
℃
・
=
∞
i
ω
)
)
、
或
る
語
体

(
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
∞
・
。
・
三
八
四

1
三
二
二
年
に
生
存
し
た
こ
と
(
℃

-S))、

(
℃
・
-
ω
N
)
)
、
或
る
物
に
と
っ
て
そ
れ
が
或
る
素
材
で
で
き
て
い
る
こ
と

(
℃
℃
・
=
ω
i
h
戸
)
)
、

或
る

に
と
っ
て
そ
れ
が
実
際
に
存
在
し
た
期
間
に
存
在
し
た
こ
と

等
々
を
考
え
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
常
識
に
お
い
て
対
象
に
結
び
つ
け
て
い
る
属
性
は
、

そ
の
対
象
の
単
な
る
見
か
け
で
あ
り
、

そ
の
対
象
に
と
っ
て
偶
然

的
な
属
性
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、

プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
!
大
王
の
家

庭
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
彼
が
実
際
に
成
し
遂
げ
た
種
々
の
哲
学
的
業
績
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
、
哲
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
等
々
は
、
鵠
然
的
な

属
性
で
あ
る

(
十
六
節
及
び
前
節
の
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
の
例
を
見
よ
)
。
ま
た
、
金
に
と
っ
て
黄
色
い
こ
と
は
碍
黙
的
な
属
性
で
あ
る

(七日)・=∞

ー
匂
)
。
ま
た
、

『
オ
ク
ス
フ
ォ

i
ド
英
語
辞
典
』

に
は
、
虎
(
立
向
。
吋
)
が
、

「
大
き
い
、
肉
食
の
、

四
足
の
、

た
て
が
み
の
な
い
、
ネ
コ
科
の
動
物

で
、
茶
色
が
か
っ
た
黄
褐
色
に
黒
い
縦
じ
ま
が
入
っ
た
棋
を
も
ち
、
援
が
白
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
の
う
ち
で
虎
に
本
質

的
な
震
性
は
、

お
そ
ら
く
ネ
コ
科
の
動
物
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
あ
り
、

(
前
段
落
及
び

(
∞
)
・
℃
・
-
N
∞

を
見
よ
)
、

そ
の
他
の
属
性
は
す
べ
て
偶

然
的
属
性
で
あ
り
、
猫
に
見
か
け
が
似
て
い
る
と
い
う
特
徴
さ
え
偶
然
的
で
あ
る
と
さ
れ
る

GU---∞
l
N
ご
。

九



。

?註

エ
ヲ
ザ
ベ
ス
二
世
が
そ
の
実
擦
の
再
親
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

に
と
っ
て
は
必
然
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
両
親
が
エ
リ
ザ
ベ
ス
を
も
う
ぜ

た
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
縄
然
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
一

項
述
語
(
匂
(
凶
)
)
で
表
わ
さ
れ
る
性
質
で
も
、
多
項
述
語
(
苛
(
×
7

・・
a-uF)

で
表
わ
さ
れ
る
関
採
で
も
な
い
、
百
F

Z

)

(

×
)
と
で
も
表
わ
す
べ
き
〕
一
票

述
語
で
表
わ
さ
れ
る
、
関
孫
的
性
衰
を
認
め
る
、
必
要
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

(2) 
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
実
際
よ
り
長
生
き
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
想
像
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
時
点
で
生
存
し
て
い
る
人
物
を
画
定
的
に
指
示
す
る

表
現
は
、
そ
の
人
物
を
い
つ
ま
で
生
存
す
る
も
の
と
し
て
、
現
時
点
で
指
示
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
人
物
が
生
存
す
る
で
あ
ろ
う
限
り
生
存
す
る
で

あ
ろ
う
も
の
と
し
て
、
指
示
し
て
い
る
、
と
言
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
九

第
四
に
ク
ワ
プ
キ
は
、
自
然
の
種
を
表
わ
す
一
般
名
辞
(
「
猫
」
や
「
虎
」

の
よ
う
な
加
算
名
-
詞

(
g
z
z
g
z
o
=
c
z己
的
)
や
、

「水」

や
「
金
」
や
「
数
7
」
の
よ
う
な
非
加
算
的
名
詞
(
百
出
∞
∞

=cEω))
や
、
自
然
現
象
を
表
わ
す
一
般
名
辞
(
「
裁
に
、

「
光
、

「
稲
妻
」
等
)
lま

国
有
名
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
が
現
実
世
界
に
お
い
て
指
示
す
る
の
と
同
一
の
も
の

(
或
る
種
類
の
個
体
や
物

質
や
自
索
現
象
自
体
)
を
、

〔
固
定
的
に
)
指
示
す
る
と
主
張
す
る
(
℃
・
お
と
。

ニ
十

第
五
に
ク
リ
プ
キ
は
、

(
日
)

非
居
定
的
指
示
表
現
で
あ
る
二
つ
の
確
定
記
述
句
の
間
の
司
一
性
の
言
明
辻
、
用
偶
然
的
真
理
で
あ
り
得
る
が

(
℃
匂

-
c
∞-
-
k
一∞
i
k戸
)

、

(ロ)
固
有
名
詞
な
ど
、

二
つ
の
固
定
指
示
表
現
の
間
の
同
一
性
の
言
明
は
、

も
し
真
で
あ
る
な
ら
ば
、

必
然
的
に
真
で
あ
る

(℃℃・

5
∞.

EC--ム
ω
i
h戸
)

、

と
主
張
す
る
。
例
え
ば
、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
」
と
三
ア
メ
ワ
カ
合
衆
国
の
〕
初
代
郵
政
長
官
」
は
、
現
実
世
界
に
お
い
て
は
、

主
八
に
フ

ラ
ン
ク
リ
ン

(図。三
ω
5
5
m，

g
=
E
-
z
)
を
指
示
す
る
確
定
記
述
句
で
あ
る
が
、

固
定
指
示
表
現
で
は
な
く
、

二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
が
初

代
郵
政
長
官
で
な
か
っ
た
よ
う
な
可
能
的
世
界
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
は
初
代
郵
政
長
官
で
あ
る
」

と
い



う
同
一
性
の
言
明
は
、

偶
然
的
な
真
理
で
あ
る

(℃
-
c
∞
)
。
ま
た
こ
の
命
題
は
、

現
実
世
界
に
お
い
て
、
経
験
的
事
実
と
し
て
真
で
あ
る
の
で
あ

る
か
ら
、

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
ワ
で
偶
然
的
に
真
で
あ
る
命
題
で
あ
る
。

」
れ
に
対
し
て
、

「
キ
ケ
ロ
」

(ハ
v
-
n
o
H
.
C
)

も

「
ト
ゥ
リ
ウ
ス
」
(
、

H

，

z=可
)

も
、
固
有
名
詞
で
あ
り
、
ど
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
も
キ
ケ
ロ
そ
の
人
を
[
固
定
的
に
]
指
示
す
る
か

3

り、

「
キ
ケ
ロ
は
ト
ゥ
リ
ウ
ス
で
あ
る
」

と
い
う
命
題
は
、

必
然
的
な
同
一
性
の
言
明
で
あ
る

/ヘ
℃ 

ト-"'"

cl  
トーー

¥ー/

O 

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

キ
ケ
ロ
と
ト
ゥ
リ
ウ
ス
が
同
一
人
で
あ
る
こ
と
を
、

経
験
的
に
の
み
知
り
得
る
か
ら
、

」
の
命
題
は
、

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
で
必
然
的
な
命
題
で
あ
る
。

ま
た

「
宵
の
明
星

(
2
2℃
⑦
円
己
的
)

は
明
け
の

明
星

(
M
v
y
c
m
w℃
Y
O
H
a
z
m
w
)
 

で
あ
る
」
と
い
う
同
一
性
の
言
明
も
、

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
で
必
然
的
な
命
題
で
あ
る
と
さ
れ
る

(宮)・
-
c
N
1
A
)

。
「宵

の
明
星
」

(zg苦
言
∞
)
も
「
明
け
の
明
星
」

S
F
C
名
古
C
E
ω
)

も
、
金
星
(
〈

2
5
)
を
固
定
的
に
指
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(ロ)
の
、
「
二
つ
の
固
定
指
示
表
現
の
聞
の
同
一
性
が
必
然
的
な
同
一
性
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
証
明
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、

先
ず
、

「
す
べ
て
の
対
象
が
そ
れ
自
身
と
同
一
で
あ
る
こ
と

(
M
G
M
)

が
必
然
的
に
真
で
あ
る
(
口

(
M
H
M
)
)
」
と
い
う
こ
と
が
、
前
提
さ
れ
る
。

次
に
、

「
或
る
も
の

(

凶

)

と
或
る
も
の

(
ち
と
が
同
一
の
対
象
で
あ
る

(
M
H
可
)
と
き
、

一
方
支
)

に
つ
い
て
真
で
あ
る
任
意
の
こ
と

〉

(

凶

)

)

均三

他
方
々
)
に
つ
い
て
も
真
で
あ
る

(
〉
(
て
)
)
」
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。

今
、
〉
(
沖
)
と
し
て
巳
(
凶
HMW)

を
採
れ
ば
、

〉

(
ち
と
し
て
口
(
対
日
ち
を
採
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

(
日
)

或
る
も
の

(

H

)

と
或
る
も
の

(
ち
と
が
司
一
の
対
象
で
あ
る

(凶
H
M『
)
と
き
、

(
口
(
凶
什
け
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
か
ら
〕
口
(
凶

計
三
が
真
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
凶
HH
可

と
い
う
こ
と
が
帰
結
す
る
(
(
ご
・
℃
・

5
0
)
。 で

あ
る
こ
と
が
必
然
的
に
真
で
あ
る
、

?註

}
ハ
ユ
円
)
}
お
(
-
)
-
℃
・

}ω
∞一

Z
Cぬ
立
。
畑
山
町
凶
コ
与
の
「
A
W
ω
m
山
者
。

=-nye}ゲ
ち
℃
・
-
∞
也

1
叩
{
)

を
克
よ
。



ク
リ
プ
キ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
本
論
に
お
い
て
主
張
し
て
き
た
よ
う
な
、
心
的
事
象
(
倒
的
え
ば
痛
み
)
と
中
震
神
経
系
の
生
理
過
程
と
の

聞
の
同
一
性
の
主
張
を
、
前
節
(
ロ
)

の
、
二
つ
の
固
定
指
示
表
現
の
指
示
対
象
の
閣
の
、

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
で
る
る
が
必
然
的
な
、
同
一
性
の

言
明
の
例
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
言
明
と
し
て
は
、

ほ
か
に
、
前
節
で
挙
げ
た
、
宵
の
明
星
と
明
け
の
明
星
の
同
一
性
の
言
明
、
ま
た

「
熱
は
分
子
運
動
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
科
学
理
論
的
問
一
性
の
言
明
が
挙
げ
ら
れ
る
(
十
九
節
及
び
十
八
節
、
ま
た

(
N
)
・
℃
℃
・

-ω
】

l

N

を

見
よ
)
。

能
で
あ
り
、
従
っ
て
、

こ
れ
ら
の
言
明
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
必
然
的
な
同
一
性
の
言
明
で
あ
る
か
ら
、
心
的
事
象
が
生
理
過
程
で
な
い
こ
と
、
宵
の
明
星

が
明
け
の
明
星
で
な
い
こ
と
、
ま
た
熱
が
分
子
運
動
で
な
い
こ
と
が
、
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
考
え
る
(
想
復
す
る
)

こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が
可

そ
れ
ぞ
れ
の
同
一
性
は
必
然
的
で
な
く
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
[
そ
れ
ら
の
同
一
性
の
言
明
は
、
二
つ
の
毘
定
指
示
表
現
の

そ
れ
ぞ
れ
の
同
一
性
は
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
偽
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
帰
結
す
る
か
ら
で
あ
る

間
の
同
一
性
の
主
張
で
あ
る
か
ち
、
]

(
十
五
節
及
び
二
十
節
(
立
て

(
日
)
に
依
る
)
。

T註

よ
り
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
心
的
事
象
の
外
的
身
体
的
側
面
は
、
単
に
脳
ま
た

は
中
枢
神
経
系
の
生
理
過
程
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
誌
、
そ
れ
と
局

時
に
生
じ
て
い
る
全
身
捧
の
生
理
的
及
び
行
動
的
な
諸
状
態
の
全
体
で
あ
る
と

患
わ
れ
る
。
心
的
事
象
の
主
体
は
、
人
(
人
間
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
心
的

事
象
に
は
、
単
な
る
意
識
様
態
ば
か
り
で
な
く
、
行
為
遂
行
的
意
識
(
本
質
的

に
行
為
に
伴
う
よ
う
な
意
識
や
患
考
)
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
実
際
の
知
覚

は
実
は
行
為
遂
行
的
意
識
で
あ
り
、
ま
た
現
在
の
作
文
と
い
う
私
の
行
為
も
、

手
で
文
字
を
書
く
と
い
う
行
動
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
思
考
で
あ
る
。
そ

し
て
行
為
遂
行
的
思
考
の
主
持
は
、
行
動
す
る
身
体
的
な
存
在
者
と
し
て
の
入

(
人
間
)
で
あ
る
む
そ
れ
ゆ
え
心
的
事
象
は
、
環
理
的
に
、
身
体
的
存
在
者
全

体
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
が
、
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
三
つ
の
同
一
性
の
言
明
は
い
ず
れ
も
、
真
で
あ
る
と
す
れ
ば
必
然
的
に
真
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、



そ
れ
の
否
定
を
考
え
る

(
想
像
す
る
)
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
、
従
っ
て
、
必
然
的
な
同
一
性
で
は
な
く
て
偶
然
的
な
同
一
性
で
あ
る
よ
う

に
、
見
え
る
。

そ
こ
で
、

ク
ワ
プ
キ
は
、

こ
れ
ら
の
同
一
性
の
各
々
に
つ
い
て
、

そ
の
見
か
け
の
偶
然
性
が
、
単
な
る
見
か
け
に
よ
る
錯
覚
で
あ

る
こ
と
を
、
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。

宵
の
明
星
と
明
け
の
明
星
の
河
一
性
に
つ
い
て
は
、

「
宵
の
明
星
が
明
け
の
明
星
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
」

と
い
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
こ
の
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
正
確
に
言
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
が
実
際
に
想
像
で
き
、

ま
た
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
実
際
に
想
像
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
宵
の
明
星
が
占
め
る
位
置
を
夕
方
に
占
め
る
或
る
天
体
が
あ
り
、

「
宵
の
明
星
が
明
け
の
明
星
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り

得
た
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

け
方
に
占
め
る
或
る
天
体
が
あ
り
、

ま
た
、

明
け
の
明
星
が
占
め
る
位
置
を
明

こ
れ
ら
の
天
体
が
別
個
な
天
体
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得
た
」
(
た
だ
し
、

一
方
が
事
実
に
お
い
て
金
星
で

あ
っ
て
も
よ
い
が
、
両
方
が
金
星
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
)
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る

(
(
∞
)
・
下
二
ω
)
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
る
二
つ
の
別
個
な

命
題
を
取
り
違
え
る
の
は
、
後
の
命
題
の
述
べ
て
い
る
事
態
が
、
宵
の
明
星
と
明
け
の
明
星
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
実
際
の
認
識
状
況
と
、
質

的
に
同
一
で
区
間
で
き
な
い
別
の
或
る
〔
可
能
な
〕
認
識
状
況

S
G
己
主
=
主
〈
丘
三
号
三
一
の
と

3Eos-n
岳
己
主
吉
コ
)
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(
℃
古
-
H
(
)
ω
i
k
日.二一
~
!
ω
)

。
」
の
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
が
、

「
宵
の
明
星
」
と

「
明
け
の
明
星
」

の
罰
定
的
な
指
示
対
象
(
宵
の
明
星
そ
の
も
の

(
ア
ポ
ス
テ
ワ
オ
リ
な
事
実
と
し
て
金
星
で
あ
る
)
と
、
明
け
の
明
星
そ
の
も
り

そ
れ
ぞ
れ
の
偶
然
的
な
特
徴
に
よ
っ
て
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る

(
ア
ポ
ス
テ
ワ
オ
ワ
な
事
実
と
し
て
金
星
で
あ
る
)
)
を
、
或
る

時
刻
に
お
け
る
位
置
と
い
う
、

例
を
見
よ
。

(

∞

)

 

℃
℃
・

-Aω

ーム)。

と
い
う
の
は
、

「
ア
ワ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の

見
か
け
は
現
実
の
宵
の
明
星
と
同
じ
時
刻
に
同
じ
位
置
に
現
わ
れ
る
よ
う
な
別
の
天
体
が

見
か
け
は
現
実
の
明
け
の
明
星
と
同
じ
時
刻
に
同
じ
位
置
に
現
わ
れ
る
別
の
天
体
が
あ
り
得
た
で
あ

(
十
七
節
で
の

あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
り
、

ま
た
、

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

熱
と
分
子
運
動
の
同
一
性
の
よ
う
な
、

二
つ
の
タ
イ
プ
の
事
象
の
関
の
科
学
理
論
的
同
一
性
に
つ
い
て
も
、

同
様
で
あ
る
。

「
熱
が
分
子
運
動



四

で
あ
る
」
と
い
う
同
一
性
の
言
明
は
、
必
然
的
に
真
で
あ
る
か
ら
、
「
熱
が
分
子
運
動
で
な
い
こ
と
も
あ
り
得
た
」
と
い
う
こ
と
は
、
不
可
能
な

こ
と
で
あ
り
、
想
像
も
で
き
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
想
像
で
き
、
ま
た
そ
れ
と
気
づ
か
ず
に
実
際
に
想
像
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
熱
が
分
子

「
わ
れ
わ
れ
に
熱
と
同
じ
感
覚
を
与
え
る
或
る
現
象
が
、
分
子
運
動
で
な
い
こ
と

運
動
で
な
い
こ
と
も
あ
り
得
た
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

が
あ
り
得
た
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
二
つ
の
別
個
な
命
題
を
取
り
違
え
る
の
は
、
後
の
命
題
の
述
べ
て
い
る
事
態
が
、

熱
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
実
際
の
認
識
状
況
と
、
質
的
に
区
別
で
き
な
い
或
る
別
の
可
能
な
認
識
状
況
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

わ
れ
わ
れ
が
熱
を
、
そ
れ
の
偶
然
的
な
特
徴
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
縄
然
的
な
存
在
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
人
間
に
熱
が
「
熱
の
感
覚
」
と
呼
ば

れ
る
或
る
独
特
の
感
覚
を
与
え
る
と
い
う
、
熱
に
と
っ
て
偶
然
的
な
事
実
に
よ
っ
て
、

(℃℃・
5
-
i
N
)
。
と
い
う
の
は
、
分
子
運
動
と
し
て
の
熱
と
は
異
な
る
別
の
自
然
現
象
(
例
え
ば
音
波
)
が
、
熱
が
わ
れ
わ
れ
に
実
際
に
与
え
る

感
覚
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
り
得
た
で
&
の
ろ
う
か
る
で
あ
る
。

ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
同
定
し
た
と
い
う
事
実
に
依
る

一
一一一一

(1) 
痛
み

[
を
感
じ
る
〕

と
い
う
種
類
の
心
的
事
象
が
或
る
種
類
の

[
物
理
的
〕
生
理
過
程
(
列
え
ば
、

C
神
経
繊
維
が
刺
激
さ
れ
る
こ

と
)

と
同
一
の
事
象
で
あ
る
な
ら
ば
、

「
痛
み
」

も

「
こ
の
種
の
生
理
過
程
」

も
共
に
或
る
種
類
の
対
象
を
毘
定
的
に
指
示
す
る
表
現
で
あ
る

(
(
N
)
・
宮
v-E∞i
C

一
(
-
)
・
℃
℃
・
5
-
i
N
)

の
で
、

そ
の
同
一
牲
は
必
然
的
な
同
一
性
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
痛
み
が
そ
の
種
の
生
理
過
程
を

伴
わ
ず
に
生
じ
る
こ
と
も
、
そ
の
種
の
生
理
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に
生
じ
る
こ
と
も
、
不
可
能
で
あ
り
、
想
像
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
痛
み
が
そ
の
種
の

(
し
か
る
べ
き
)
生
理
過
程
を
伴
わ
ず
に
生
じ
る
こ
と
も
、
そ
の
種
の

(
し
か
る
べ
き
)
生
理
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に

生
じ
る
こ
と
も
、
可
能
で
あ
り
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
見
え
る
。
心
身
同
一
説
を
主
張
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
見
か
け
の
可
能
性
が
単
な
る
見
か

け
に
基
く
錯
覚
で
あ
る
こ
と
を
、
一
不
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



(2) 

の
或
る
体
験
で
あ
る
よ
う
な
認
識
状
況
(
実
際
は
痛
み
と
別
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
痛
み
と
質
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
る
べ
き
生
理
過
程
を
伴
っ
て
い
な
い
痛
み
で
あ
る
と
錯
覚
さ
れ
る
状
況
)
が
可
能
で
あ
る
か
、

質
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
た
め
に
は
、

私
が
痛
み
を
体
験
す
る
場
合
と
費
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、

私
の
捧
験
し
て
い
る
も
の
が
痛
み
と
は
別

そ
れ
が
し

あ
る
い
は
、

私
が
痛
み
を
体
験
し
な
い
場
合
と

私
の
体
験
し
て
い
る
も
の
が
実
は
痛
み
で
あ
る
よ
う
な
認
識
状
況

(
実
際
は
痛
み
で
あ
り
な
が
ら
、
痛

そ
れ
が
痛
み
を
伴
わ
な
い
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
で
あ
る
と
錯
覚
さ
れ
る
状

み
を
捧
験
し
な
い
こ
と
と
質
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

況
)
が
可
能
で
あ
る
か
、

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
る
べ
き
生
理
過
程
を
対
象
と
し
て
確
定
す
る
場
合
と
質
的
に
ま
っ
た
く
詞
じ
で
あ
り
な

対
象
と
し
て
確
定
さ
れ
る
も
の
が
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
と
は
別
の
或
る
種
の
生
理
過
程
で
あ
る
よ
う
な
認
識
状
況
(
し
か
る
べ
き
生
理

過
程
が
痛
み
を
伴
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
れ
る
状
況
)
が
可
能
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
で
は
な
い
対
象
を
確

定
す
る
場
合
と
質
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
対
象
と
し
て
確
定
さ
れ
る
も
の
が
実
は
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
で
あ
る
よ
う
な
認
識
状

況
(
痛
み
が
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
を
伴
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
錯
覚
さ
れ
る
状
況
)
が
可
能
で
あ
る
か
、

(3) 
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

少
な
く
と
も
、

が
ら
、

で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

(4) 
し
か
し

ク
リ
プ
キ
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
言
う
。

(2)
で
述
べ
た
可
能
性
が
成
り
立
た
な
い
の
は
、
「
痛
み
が
あ

同
じ
で
あ
る
認
識
状
況
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
痛
み
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
痛
み
が
な
い
の
と
(
質
的

ま
さ
に
痛
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
物
理
的
(
生
理
的
)
状
態
と
そ

る
の
と

〔
質
的
に
)

に
〕
同
じ
で
あ
る
認
識
状
況
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

れ
に
対
応
す
る

(
心
的
〕
状
態
と
の
聞
の
結
び
つ
き
の
見
か
け
の
偶
然
性
は
、
熱
の
場
合
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の

[
認
識
上
の
〕
賞
的
な
類
比
物

「
痛
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」 一-，

に、更
を面
て、亡

決、±
定、裁i

l -

「
痛
み
」
は
、
「
宵
の
明
星
」
や
「
裁
に
の
場
合
と
同
様
に
、

そ
の
指
示
対
象
(
痛
み
)
を
、
そ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
場
合
と
異
な
っ
て
、

に
よ
っ
て
は
、

説
明
さ
れ
得
な
い
」
f¥  
f¥  

N 
¥-./ 

℃ 

ドー‘

c.n 
l'V 
、-./

か
主
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

そ
の
対
象
(
痛
み
そ
の
も
の
)

の
対
象
の
本
質
的
震
性
で
あ
る

を
固
定
的
に
指
示
す
る
が
、

(
確
定
、

同
定
、

あ
る
い
泣
識
別
)

五



一i../、、

そ
れ
ゆ
え
、

わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
痛
み
を
同
定
す
る
場
合
と
質
的
に
同
じ
認
識
状
況
で
同
定
さ
れ
る
或
る
現
象
は
、
一
つ
の
痛
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「

痛

み

が

同

定

さ

れ

る

の

と

質

的

に

同

じ

仕

方

で

同

定

さ

れ

る

が

、

別

の

或

る

現

象

が

、

実
際
は
痛
み
と
は
異
な
る
、

し
か
る
べ
き

従
っ
て
、

生
理
過
程
を
伴
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
得
た
」

と
い
う
こ
と
辻
、

想
像
で
き
ず
、
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
見
か
け
の
可
能
性
を
、 わ

れ
わ
れ
に

「
痛
み
が
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
」

見
か
け
に
基
い
た
錯
覚
と
し
て
説
明
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

Q
U・-o
∞
i
ω
)
。
「
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に
存
在
す

る
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
痛
み
が
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
を
伴

わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
も
、
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
も
、
想
像
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
可
能
で
あ
る
と
い
う

単
な
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
痛
み
と
生
理
過
程
と
は
、
同
一
の
事
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(5) 
ク
ワ
プ
キ
は
再
に
、

(3) 
で
述
べ
た
可
能
性
も
成
り
立
た
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「
:
:
:
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
ち

(
痛
み
と
し
か
る
べ
き

(
生
理
過
程
)
)
を
識
別
す
る
仕
方

l
iす
な
わ
ち
、
そ
れ
が
或
る
種
類
の
体
験
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
痛
み
を

れ
が
或
る
物
質
的
対
象
で
あ
る
こ
と
す
な
わ
ち
こ
れ
こ
れ
の
分
子
配
列
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
脳
状
態
を
[
識
別
す
る
仕
方

)
i
!で
あ
る
と
思

わ
れ
る
仕
方
は
、
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
を
、
偶
然
的
に
で
は
な
く
本
質
的
に
識
別
す
る
。
す
な
わ
ち
本
質
的
属
性
に
よ
っ
て
識
別
す
る
。
分

子
が
実
擦
に
こ
の
配
列
に
あ
る
と
き
は
、
常
に
、
特
定
の
脳
状
態
が
実
際
に
あ
る
の
で
あ
る
。
入
が
こ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
と
き
は
、

痛
み
が
実
際
に
あ
る
の
で
あ
る
。
」
(
(
ご
・
℃
・

-
a
N
)

脳
状
態

〔
識
別
し
て

ま
た
、
そ

山吊に、

第
六
章

ク
ワ
プ
キ
的
二
元
論
の
批
判

二
百

心
身
同
一
説
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

ク
リ
プ
キ
の
議
論
の
諸
前
提
を
承
認
す
る
限
り
、
心
的
事
象
〔
の
内
的



側
面
]
が
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
を
伴
わ
ず
に
生
じ
得
る
よ
う
に
見
え
、
し
か
る
べ
き
生
理
過
程
が
心
的
事
象
[
の
内
的
部
面
〕
を
伴
わ
ず
に
生

じ
得
る
よ
う
に
早
え
る
こ
と
が
、
単
な
る
見
か
け
に
基
く
錯
覚
で
あ
る
こ
と
を
一
不
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
つ
一
二
、
二
三
節
)
。
る
る
い
は
、
ク

リ
プ
キ
の
議
論
の
諸
前
提
の
う
ち
の
或
る
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
述
べ
た
よ
う
に
見
え
る
事
柄
を
、
不
可
能
な
事
態
で
は
あ
る
が

想
像
可
能
な
事
態
で
あ
る
こ
と
を
、
一
不
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ク
ワ
プ
キ
の
議
論
の
諸
前
提
と
結
論
に
対
す
る
、
直
観
的
な
疑

聞
を
列
挙
す
る
こ
と
か
ち
始
め
よ
う
。

第
一
一
に
、

ク
リ
プ
キ
は
、
或
る
事
態
が

〔
形
而
上
学
的
に
]
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、

そ
れ
が
考
え
ち
れ
得
る

(
8
=
2
Z
2
U一
宮
、
思
い
う
か
べ

ち
れ
得
る
)
こ
と
す
な
わ
ち
想
像
さ
れ
得
る

(-HHEm-2mZ》
一
。
)
こ
と
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る

(
十
五
節
)
が
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え
得
、

想
像
し
得
る
こ
と
は
、
可
能
な
こ
と
と
は
範
毘
が
一
致
せ
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
矛
盾
し
た
不
可
能
な
こ
と
を
も
考
え
得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
実
際
、
わ
れ
わ
れ
は
し
ば
し
ば
、
矛
窟
し
た
不
可
能
な
こ
と
を
、

そ
う
と
は
知
ら
ず
に
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
婦
謬
法
と
い
う
論
法
は
、
「
或
る
命
題
(
℃
)
か
ら
た
が
い
に
矛
居
し
た
命
題

S
h
v
i
A
)
が
生
じ
る
場
合
に
は
、

そ
の
命
題
(
℃
)
は
偽

で
あ
る
」
と
い
う
規
別
で
あ
る
が
、
こ
の
規
則
の
呉
体
例
で
あ
る
よ
う
な
文
の
全
体
は
有
意
味
で
考
え
得
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

そ
の
文
の

部
分
で
あ
る
矛
盾
命
題

(
s
b
i
G
)
も
有
意
味
で
考
え
得
る
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
帰
謬
法
を
持
出
す
ま
で
も
な
く
、

わ

れ
わ
れ
が
或
る
不
可
能
な
こ
と
を
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
不
可
能
な
こ
と
を
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
し
て
、

考
え
て
い
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
が
矛
昏
し
た
不
可
能
な
事
柄
を
も
考
え
得
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
場
合
、
考
え
得
る
こ
と
、
想
像
し
得
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

有
意
味
性
の
判
定
基
準
は
、

そ
れ
を
表
現
す
る
文
が
統
語
論
的
な
形
成
規
即
(
∞
ヨ
ュ
R
Z
g
=
o
コH
E
Z
Cロ
E-2)
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
文
法
的
で
あ
る

(
鈎

3
5自
己
片
包
)

こ
と
で
あ
る
と
、
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
文
法
性
(
ぬ
S
E
E
m己
甘
己
芝
、
)
も
一
義
的

で
は
な
く
、
記
号
論
理
学
の
形
成
規
別
に
従
っ
て
得
ら
れ
る
式
に
対
応
す
る
よ
う
な
文
、
す
な
わ
ち
そ
れ
の
内
に
現
わ
れ
る
品
詞
の
結
合
関
係
が

七



八

文
法
的
で
あ
る
よ
う
な
文
を
、
す
べ
て
文
法
的
と
見
な
す
よ
う
な
、
弱
い
文
法
性
と
、
或
る
言
語
の
極
々
の
語
が
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の

「
文
法
的
規

そ
れ
の
内
に
現
わ
れ
る
す
べ
て
の
語
の
従
う
べ
き

を
す
べ
て
胃
時
に
充
足
し
て
い
る
よ
う
な
文
を
、
文
法
的
な
文
と
見
な
す
よ
う
な
、
強
い
文
法
性
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
法

員IJ

(
一
語
の
意
味
に
基
礎
を
も
っ
統
語
論
的
な
結
合
規
期
)

を
も
っ
て
お
り
、

「
文
法
規
則
」

性
を
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
す
る
に
せ
よ
、
或
る
文
が
文
法
的
で
あ
り
、
必
然
的
な
命
題
を
表
わ
す
場
合
、

そ
の
文
の
否
定
文
も
文
法
的
で
あ
ろ
う
か

ヨり、

こ
の
否
定
文
は
、
不
可
能
で
は
あ
る
が
有
意
味
で
想
像
可
能
な
命
題
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。

T韮

例
え
ば
、
「
甲
」
の
石
は
死
ん
だ
」
あ
る
い
は
「
四
つ
一
組
性
が
遅
延
を
欽
む
」

(
《
主
主
三
立
宣
ミ
号
吉
宮
℃
5
2
2
Z
E
t
oロ
)
と
い
う
よ
う
な
文
は
、
弱

い
意
味
で
は
文
法
的
で
あ
る
が
、
強
い
意
味
で
は
文
法
的
で
な
い
。
後
の
桝
は

パ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
も
の
で
あ
る
(
回
・
問
主
訟
の
=
-
h
3
~
3
Qど
な
べ
て

き
さ
ミ
S
ミ
英
霊
弘

3
d
H
F
ゎ
E
・
E
・
℃
・
コ
C

)

。

二
五

第
二
に
、
十
六
節
註

(2)
で
示
唆
し
た
よ
う
に
、

日
常
言
語
の
確
定
記
述
句
が
す
べ
て
必
ず
非
固
定
的
な
指
示
表
現
で
あ
る
と
は
限

ち
な
い
。
む
し
ろ
、
日
常
言
語
で
は
、
非
固
定
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
指
示
表
現
は
ま
れ
で
あ
る
。
ク
リ
プ
キ
が
固
有
名
を
固
定
指
示
表
現
で
あ

る
と
主
張
す
る
場
合
、
彼
が
主
張
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
「
固
有
名
、
例
え
ば
「
ニ
ク
ソ
ン
」
は
、

い
て
、
す
な
わ
ち
現
実
世
界
に
お
い
て
)
そ
れ
で
あ
る
対
象
そ
の
も
の
(
自
体
)

一
ク
ソ
ン
が
実
際
に

(
事
実
に
お

(問、言。
~vk
。
ミ
ぎ
凡
な
お
宍
毛
E
n
F
2
5
2
2
Z
可
。
ロ
)
を
指
示

す
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
し
よ
う

(
「
ニ
ク
ソ
ン
が
実
際
に
そ
れ
で
あ
る
対
象
そ
の
も
の
」
と
い
う
表
現
は
、
厳
密
に
は
、

ク
リ
プ
キ
む
言
う

意
味
で
の
毘
定
指
示
表
現
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
)
。
他
方
、

張
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、

彼
が
、

確
定
記
述
匂
を
非
居
定
的
指
示
表
現
で
あ
る
と
主
張
す
る
場
合
、
彼
の
主

世
界
に
つ
い
て
、

例
え
ば
「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
」

そ
の
世
界
で
二
焦
点
レ
ン
ズ
を
発
明
し
た
或
る
唯
一
の
人

「
確
定
記
述
旬
、

(
H
F
o
-
ロ〈
O
ロ円
O
H
1
0同

σ民
cnm凶

目

的

)

は
、
各
可
能
的

(
Q

宮
山
口
者
F
O
R
S
S
N
h
m
w
N
H
g
z
m
E
o
m
円

z
o
n
e
E
E
t
c
E
ω
C同
・
・
・
)

を
指
示
す
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ク
ワ
プ
キ
の
考
え
は
、
確
定
記
述
句
は
、
各
可
能
的
世
界
に
お
い
て
、

そ
の
記
述
に
適
合
す
る
よ



う
な
或
る
唯
一
の
対
象
を
、
純
粋
に
記
述
的
に
指
示
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
は
、

〔
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
〕
初
代
郵
政
長
官
で
忘
る
」
と
い
う
文
を
聞
い
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
通

常、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
」

(
N
E
G
U
M
〈
ぬ
口
一
行
mw
吋

O
内

σロ
cn巳
ω
)

二
焦
点
レ
ン
ズ
を
発
明
し
た
或
る
唯
一
の
人
」 を、

他
の
可
能
的
世
界
で
は
誰
で
あ
る
か
分
か
る
な
い
よ
う
な
意
味
で
、

コ
こ
の
現
実
の
世
界
で
〕

(
a
E山
口
宅

y
c
c
E
S
Z
O
]可

g円
仲
間
山

-25ロ
円
。
己
豆
町
O
S
Z
)
と
は
解
さ
ず
、
「
二
焦
点
レ
ン
ズ
を
実
際
に
(
現
実
の
こ
の
世
界
で
)
発
明
し
た
人
〔
が
実
際
に
(
事
実
に
お
い
て
)
そ

そ
の
も
の
」
(
さ
ぬ
き
b
s
S
玄
芸
誌
円
、
毛
y
c
E
E
2
吉
〈

g
Z込
豆
町
む
の
包
ω)
と
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
初
代
郵
政
長
官
」

れ
で
あ
る
入
〕

に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
が
初
代
郵
政
長
官
で
あ
る
」

」
と
を
知
る
に
至
れ
ば
、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
」
に
よ
っ
て
初
代
郵
政
長
官
で
も
あ
っ
た
入
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
の
で
あ
り
、
「
初
代
郵
政
長
官
」
に
つ
い
て
も
詞

様
で
あ
る
か
'
り
で
あ
る
。
ま
た
「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
も
初
代
郵
政
長
官
も
実
は
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
知
る
に
至
れ
ば
、

そ
の
も
の
を
理
解

ヲ
一
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
」
と

「
初
代
郵
政
長
官
」

に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ク
ワ
ン

[
が
実
際
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
っ
た
人
〕

す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、

わ
れ
わ
れ
が
、

二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
が
初
代
郵
政
長
宮
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、

「
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者

が
初
代
郵
政
長
官
と
同
一
人
物
で
な
い
こ
と
が
あ
り
得
た
」
と
い
う
反
事
実
的
な
思
考
を
行
な
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。

」
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
「
[
現
実
世
界
に
お
い
て
〕
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
[
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
っ
た
入
]

そ
の
も
の
が
、

或
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
初
代
郵
政
長
官
で
あ
る
唯
一
の
或
る
入
で
な
い

[
こ
と
が
あ
り
得
た
己
、
あ
る
い
は
、
「
[
現
実
世
界
に
お
い
て
〕
初

代
郵
政
長
官
[
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
っ
た
入
)
そ
の
も
の
が
、
或
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
、
二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
で
あ
る
唯
一
の

或
る
人
で
な
い

[
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
こ
、

あ
る
い
は
、

「
或
る
可
能
的
世
界
に
お
い
て
、

二
焦
点
レ
ン
ズ
の
発
明
者
で
あ
る
唯
一
の
或
る

入
が
、
初
代
郵
政
長
官
で
あ
る
唯
一
の
或
る
入
と
、
別
人
で
あ
る
[
こ
と
が
あ
り
得
た
〕
」

の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
二
集
点
レ
ン

九
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O

ズ
の
発
明
者
」
及
び
「
初
代
郵
政
長
官
」
と
い
う
確
定
記
述
匂
の
少
な
く
と
も
一
方
を
、
非
固
定
的
指
示
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

?詮

確
定
記
述
匂
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、

z
z
m
z
g
m
wロ己

(
V
2
2君。=・目
V-E-
を
見
よ
c

一一六

第
三
に
、
私
の
前
に
私
の
小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
と
自
称
す
る
A
博
士
が
現
わ
れ
た
と
し
よ
う
。

そ
れ
が
A
博
士
で
あ
る
こ
と

に
は
間
違
い
が
な
い
と
し
よ
う
。
そ
し
て
、

こ
の
A
博
士
は
実
際
に
私
の
小
学
校
時
代
の
同
級
生
の
A
君
で
あ
る
が
、
私
は
、
こ
の
こ
と
を
知
ら

ず、

「
A
博
士
は
A
君
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
」
あ
る
い
は

「
A
君
は
A
博
士
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
考
え
た
と
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
場

合、

「
A
博
士
」
も
「
A
君
」
も
宙
定
指
示
表
現
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ク
リ
プ
キ
に
従
え
ば
、

A
博
士
が

A
君
で
あ
る
こ
と
は
必
然
的
で
あ
る
こ

と
に
な
り
、

A
博
士
が
A
君
で
な
い
こ
と
も
、

A
君
が
A
博
士
で
な
い
こ
と
も
、
不
可
能
で
あ
り
、
想
橡
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
私

が
実
際
に
想
像
し
て
い
る
の
は
、

「
A
博
士
が

A
君
で
な
い

[
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
ご
と
い
う
こ
と
で
な
く
て
、

「
こ
の

A
博
士
と
区
別
で

き
な
い
或
る
別
人
が
い
て
、

そ
れ
が
A
君
で
な
い

〔
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
ど
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
A
君
で
な
い
或
る
入
が
、
今
こ

こ
に
い
る
A
氏
と
ま
っ
た
く
同
じ
現
わ
れ
方
を
す
る
別
人
で
あ
る
[
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
ご
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
も
の
が
、
私
の
小
学

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
場
合
、
私
辻
、
端
的
に
、
「
今
こ
こ
に
い
る
A
博
士
[
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
人
〕

そ
の
も
の
と
、
同
一
人
物
で
な
い

〔
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
っ
た
人
〕

〔
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
ご
と
い
う

校
時
代
の
司
級
生
の

A
君

〔
不
可
能
な
)

こ
と
を
、
考
え
想
像
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、
最
初
の
仮
定
と
は
逆
に
、
も
し
A
博
士
が
A
君
で
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、

そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
私
が
「
A
博
士
が
A
君
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
」
と
考
え
る
と
き
、

そ
の
も
の
が
A
君
[
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
人
〕

「

A
博
士

[
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
入
〕

ク
リ
プ
キ
の
議
論
に
従
っ
て
も
、
私
は
、

そ
の
も
の
で
な
い

文
字
ど
お
り
に
、



(
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
た
ご
と
考
え
て
い
る
と
言
え
る
。

A
博
士
が
A
君
で
あ
る
か
な
い
か
に
よ
っ
て
、
同
じ
「
A
博
士
が
A
君
で
な
い

と
が
あ
り
得
た
ど
と
い
う
文
で
表
現
さ
れ
る
言
明
が
、
こ
の
よ
う
に
尉
の
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
私
の
小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
っ
た
A
君
」
と
い
う
表
現
は
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な

A
君
が
た
だ
一
人
し
か
存
在
し
な

か
っ
た
と
す
る
限
り
、
私
の
知
り
う
る
限
り
で
の

A
君
そ
の
も
の

で
あ
り
、

各
可
能
的
世
界
に
つ
い
て
、

そ
の
世
界
に
お
い
て
私
の
小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
か
っ

(
A
君
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
っ
た
人
そ
の
も
の
)
を
指
示
し
て
い
る
の

と
い
う
名
前
の
或
る
唯
一
の
入

「

A
」

(
現
実
世
界
以
外
の
地
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
は
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
が
分
か
ら
な
い
或
る
入
)
を
指
示
し
て
い
る
と
は
、
思
え
な
い
。
「
今
こ

こ
に
い
る
A
博
士
」
と
い
う
表
現
も
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
今
こ
こ
に
い
る
A
博
士
が
た
だ
一
人
し
か
存
在
し
な
い
と
す
る
限
り
、
私
の
知
り

う
る
限
り
で
の

A
博
士
そ
の
も
の

(
A
博
士
が
事
実
に
お
い
て
そ
れ
で
あ
る
入
そ
の
も
の
)
を
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
各
可
能
的
世
界
に
つ

そ
の
世
界
に
お
い
て
今
こ
こ
に
い
る
「
A
博
士
」
と
呼
ば
れ
る
或
る
唯
一
の
人
(
現
実
世
界
以
外
の
他
の
可
能
的
世
界
に
お
い
て
は
そ
れ

い
て
、

が
誰
で
あ
る
か
分
か

3

り
な
い
或
る
人
)
を
指
示
し
て
い
る
と
は
、
思
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
私
が
小
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
よ
う
な
可
能
的
世
界

や、

A
君
が
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
な
可
能
的
世
界
が
、

あ
り
得
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
可
能
世
界
に
お
い
て
も
、

「
A
君
」
が
、
現
実
世
界

に
お
い
て
私
の
小
学
校
の
同
級
生
で
あ
っ
た
A
君
そ
の
も
の
を
指
示
す
る
こ
と
は
、

一
般
の
毘
有
名
の
場
合
と
詩
様
に
可
能
で
あ
る
(
十
六
節
、

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
の
関
を
見
よ
)
。
「
A
薄
土
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

二
七

以
上
の
わ
れ
わ
れ
の
直
観
を
、
痛
み

[
の
内
的
体
験
]
と
そ
れ
に
対
応
す
る
し
か
る
べ
き
脳
生
理
過
程
の
場
合
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、

痛
み
と
し
か
る
べ
き
脳
過
程
と
は
、
同
一
の
事
象
で
あ
り
、
従
っ
て
必
然
的
に
同
一
で
あ
り
、
痛
み
が
し
か
る
べ
き
脳
過
程
を
伴
わ
ず
に
生
じ
る

こ
と
も
、
し
か
る
べ
き
脳
過
程
が
痛
み
を
伴
わ
ず
に
生
じ
る
こ
と
も
、
共
に
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
の
一
方
が
他
方
を
伴
わ
ず
に
生

じ
る
こ
と
辻
、
考
え
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
、
「
痛
み
」
あ
る
い
は
「
心
的
事
象
」
は
、
自
然
現
象
を
表
わ

四
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す
一
般
名
辞
で
あ
る
「
熱
」
や
「
光
」
と
同
様
に
、
対
象
を
固
定
的
に
指
示
す
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
「
脳
過
程
」
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る

(
一
九
節
、
ま
た

同
ハ
ユ
℃
w
m
w
(

日
)
・
℃
U
・

5
∞
一
(
∞
)
・
℃
℃

-
E∞
i

C

)

。
ま
た
、
痛
み
あ
る
い
は
そ
の
他
の
心
的
事
象
は
、

そ
れ
の
本
質

的
な
特
徴
で
あ
る
、
痛
み
の
惑
覚
あ
る
い
は
或
る
種
類
の
内
的
体
験
を
伴
う
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
定
さ
れ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
脳

過
程
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
つ
一
三
節
、

(4)
項
と

(5)
項
)
。
従
っ
て
、
心
的
事
象
と
脳
過
程
が
同
一
の
事
象
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
両
者

は
必
然
的
に
同
一
の
事
象
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
方
が
他
方
を
伴
わ
ず
に
生
じ
る
と
い
う
、
不
可
能
で
る
り
誤
っ
た

考
え
を
、
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
と
い
う
こ
と
が
、
可
能
で
あ
る
と
忌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
特
に
注
意
に
価
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
種
類
の
痛
み
に
ど
の
よ
う
な
種
類
の
脳
の
状
態
(
あ
る
い
は
む

し
ろ
全
身
の
状
態
)
が
対
応
し
て
い
る
か
を
、
わ
れ
わ
れ
(
少
な
く
と
も
私
)
が
未
だ
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ

れ
の
心
身
同
一
説
、
正
確
に
言
え
ば
、
心
的
事
象
を
、
内
的
体
験
的
側
面
と
外
的
身
体
的
側
面
の
二
割
面
を
も
っ
、
単
一
で
再
一
の
事
象
と
す
る

「
内
的
に
捧
験
さ
れ
る
ど
の
種
類
む
心
的
事
象
も
、
或
る
し
か
る
べ
き
種
類
の
身
体
的
状
態
と
同
一
の
事
象
で
あ
る
」

叫
冗
斗
」
晶
、

コ4
4
n
H

，gu--

ル」い，っ、

戸
q
q

、‘

コb
q
s
-
V

(
緩
い
)
主
張
で
あ
る
。
内
的
体
験
と
身
体
的
状
態
と
の
間
の
対
応
は
、
経
験
的
に

(
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
)
し
か
知
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
、
わ

れ
わ
れ
は
、
経
験
的
に
し
か
知
ら
れ
な
い
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
は
特
に
、
少
く
と
も
そ
れ
を
知
る
ま
で
は
、
事
柄
の
肯
定
と
否
定
の
両
面
を
考

え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
、
或
る
種
類
の
心
的
状
態
[
の
内
的
側
面
]
が
或
る
種
類
の
身
体
的
過
程
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
個
々
の
心
的
事
象
[
の
内
的
側
面
]
と
同
一
の
事
象
で
あ
る
個
々
の
身
体
的
過
程
を
知
る
に
至
る
な
ら
ば
、

そ
れ
る
が
た
が
い
に
同
一
の

事
象
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
必
然
的
に
同
一
の
事
象
で
あ
る
こ
と
に
、
疑
念
を
挟
む
こ
と
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

?註

ロミ
E
Z
C
E
m
Y入
A

M

コ
司
、
室
内
な
お
ミ
見
定
喝
さ
可
制
弓
Q
H
R
S

∞-
P
H
・

2
・
ω

∞。
2
・
∞
・
℃
・

8

を
見
よ
。



二
八

ク
リ
プ
キ
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
或
る
こ
と

(
℃
と
い
う
こ
と
)

が
必
熱
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
の
否
定

(
1
℃
と
い
う
こ
と
)
は

不
可
能
で
あ
り
、
可
能
で
あ
る
の
は
、

そ
の
こ
と

(
i
唱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
)

で
は
な
く
て
、

そ
の
こ
と
と
認
識
の
上
で

(
質
的
に
)
区
別

で
き
な
い
よ
う
な
、
或
る
他
の
事
態
で
あ
る
。

ふ考
こえ、し
とる、か
が(し
あ'宍、

る会或
の当.る
で~こ
あやと

モと
き

(
℃
と
い
う
こ
と
)

わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
の
否
定

(
1
℃
と
い
う
こ
と
)
が
可
能
で
あ
る
と

わ
れ
わ
れ
は
、
不
可
能
で
間
違
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
不
可
能
な
こ
と
を
考
え

が
必
然
的
で
あ
る
な
ら
ば
、

わ
れ
わ
れ
が

と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
得
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
こ
と
を
、
宜
の
明
星
そ
の
も
の
と
明
け
の
明
星
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
宵
の
明
星
が
明
け
の
明
星
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
と
き
、

わ
れ
わ
れ
は
、

「
宵
の
明
星
が
明
け
の
明
星
で
な
い
」

そ
の
と
き
わ
れ
わ
れ
が
指
示
し
て
い
る
対
象
は
、
宵
の
明
星
そ
の
も
の
と
明
け
の
明
星
そ
の
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
痛
み
や
そ
の
地
の
心
的
事
象
を
、
或
る
種
類
の
身
体
的
過
程
で
あ
る
と
信
じ
主
張
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ち
が
ど
の
よ
う
な
種
類

の
身
体
的
過
程
で
あ
る
か
を
、

未
だ
知
ら
な
い
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
、

「
心
的
事
象
が
身
体
的
過
程
と
同
一
の
事
象
で
な
い

[
か
も
知
れ
な

い
ご
と
い
う
、
不
可
能
で
間
違
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
、
想
像
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
が
そ
の
よ
う
に
想
像

す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
や
は
り
心
的
事
象
と
身
体
的
過
程
を
固
定
的
に
指
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク
ワ
プ
キ
が
、

痛
み
が
し
か
る
べ
き
脳
過
程
な
し
に
生
じ
た
り
、

し
か
る
べ
き
脳
過
程
が
痛
み
な
し
に
生
じ
た
り
す
る
と
い
う
、

「
見
か
け
の

可
能
性
」
(
そ
れ
ら
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
「
感
じ
」
や
「
直
観
」
)
(
(
∞
)
・
宅

-Ec--∞
ケ
ニ
∞
)
と
呼
ぶ
も
の
は
、

[
形
而
上
学
的
な
]

可
能
性
と
思
考
(
想
橡
)

の
可
能
性
と
の
暖
味
な
同
一
視
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
提
案
す
る
の
は
、
心
的
事
象
〔
の
内
的
鶴
面
〕
と
し
か
る
べ
き
身
体
的
過
程
の
同
一
性
の
予
想
さ
れ
る
必
然
性
に
も
か
か
わ
ら
ず

痛
み
が
し
か
る
べ
き
脳
過
程
な
し
に
生
じ
得
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
、
見
か
け
の
可
能
性
は
、
心
的
事
象
と
身
捧
的
過
程
む
関
の
非
開
一

四
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What Is Mind? CPart Two) 

Yoshinobu Kiso 

(“What Is Mind? " was originally written in ]apanese and its First 

Part was not translated into English， but this partial translation of its 

Second Part contains a detailed summary of the main contentions made 

in the First Part as well as their reconsiderations so that the readers 

need not read Part One of this article in Japanese. For this reason， how-

ever， 1 have had to ma孟ea considerably free and amplified translation 

of the first and second chapters of Part Two of the ]apanese version.) 

~ 1 In this article. we would li孟eto maintain a double-aspect 

type of mind-body identity theory. that is. a thesis which asserts 

that a mental phenomenon is essentially a single phenomenon which 

consists of both an internally experiential aspect and an external 

physical or physiological aspect in the person who has the internal 

experience. and that the internal aspect cannot be reduced to the ex-

ternal physical aspect. We should expect an immediate objection 

which would say 出atthe double-aspect theory can only temporarily 

put 0百 thedifficulty of mind-body dualism. for the aforesaid inner 

and outer aspects might be nothing but the recurrence of the two 

ontological domains of mind and body. Moreover， the internal 

aspect of a mental phenomenon might turn out to be a mere epiphe-

nomenon or non-causative by-product of the external physical 

aspect of it. But although at the present stage of my knowledge 

about mental states 1 am not prepared to consider this objection. the 

double-aspect theory seems to be the most plausible hypothesis 

about the relation of mind and body in the sense that it seems to 
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("What Is Mind? " was originally written in Japanese and its First

Part was not translated into English, but this partial translation of its

Second Part contains a detailed summary of the main contentions made

in the First Part as well as their reconsiderations so that the readers

need not read Part One of this article in Japanese. For this reason, how

ever, I have had to make a considerably free and amplified translation

of the first and second chapters of Part Two of the Japanese version.)

§ 1 In this article. we would like to maintain a double-aspect

type of mind-body identity theory. that is. a thesis which asserts

that a mental phenomenon is essentially a single phenomenon which

consists of both an internally experiential aspect and an external

physical or physiological aspect in the person who has the internal

experience, and that the internal aspect cannot be reduced to the ex

ternal physical aspect. We should expect an immediate objection

which would say that the double-aspect theory can only temporarily

put off the difficulty of mind-body dualism, for the aforesaid inner

and outer aspects might be nothing but the recurrence of the two

ontological domains of mind and body. Moreover. the internal

aspect of a mental phenomenon might turn out to be a mere epiphe

nomenon or non-causative by-product of the external physical

aspect of it. But although at the present stage of my knowledge

about mental states I am not prepared to consider this objection. the

double-aspect theory seems to be the most plausible hypothesis

about the relation of mind and body in the sense that it seems to
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be able to accommodate both fundamental everyday mental experi-

ences and scientific facts about the mental phenomena. 

In Part One， we tried to maintain such a double-aspect theory 

by examining Cartesian dualism， P. F. Strawson's concept of a person， 

Bernard Williams's objection to Strawson， David Lewis's version of 

functionalism，ま.Davidson's anomalous monism， and James Russell's 

psychological monism. 

Chapter 1 Cartesian Dualism and Strawson's Concept of a Person 

~ 2 Descartes's dualisrit
1
) or doctrine of distinctio realis between 

mind and body asserts that 1 or my mind is a substance whose es-

sence lies only in thinking and whose existence is independent of 

that of all bodies including my body. We object that although we 

may not need to think 01 any body in order to know that 1 think， 

this does not imply that the actual occurア-enceof my thinking does 

not need the actual existence of my body. Our objection to Descartes 

is essentially the same as those made by A. Arnauld and A. Kenny:) 

The question of whether my mind can actually exist without any 

body cannot be determined by my thinking or mere facts of coscious-

ness which involve only epistemic or semantic relations between the 

concepts of mind and body. In general， logical， semantical， or episte-

mic distinction (difference or independence) between two things does 

not imply their distinctio realis or the actual mutual independence of 

their existences. And it seems that the overwhelming majority of 

empirical facts suggest that the subject of mental acts is not a mere 

mind but an embodied human being. 

( 1) Descartes， Meditationes de prima philosophiα (Euvres de Des-

cartes， publiees par Ch. Adam et P. Tannery， Tome vn， p. 78; 

Meditations: Adam et Tannery (ed.)， Tome IX-l， p. 62. 

(2) A. Arnauld，“OるjectionesQuatrae"， Adam et Tannery (ed.)， 
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be able to accommodate both fundamental everyday mental experi

ences and scientific facts about the mental phenomena.

In Part One, we tried to maintain such a double-aspect theory

by examining Cartesian dualism, P. F. Strawson's concept of a person,

Bernard Williams's objection to Strawson, David Lewis's version of

functionalism, R. Davidson's anomalous monism, and James Russell's

psychological monism.

Chapter I Cartesian Dualism and Strawson's Concept of a Person

§ 2 Descartes's dualisrit
1

) or doctrine of distinctio realis between

mind and body asserts that I or my mind is a substance whose es

sence lies only in thinking and whose existence is independent of

that of all bodies including my body. We object that although we

may not need to think of any body in order to know that I think,

this does not imply that the actual occurrence of my thinking does

not need the actual existence of my body. Our objection to Descartes

is essentially the same as those made by A. Arnauld and A. Kenny:)

The question of whether my mind can actually exist without any

body cannot be determined by my thinking or mere facts of coscious

ness which involve only epistemic or semantic relations between the

concepts of mind and body. In general, logical, semantical, or episte

mic distinction (difference or independence) between two things does

not imply their distinctio realis or the actual mutual independence of

their existences. And it seems that the overwhelming majority of

empirical facts suggest that the subject of mental acts is not a mere

mind but an embodied human being.

( 1) Descartes, Meditationes de prima philosophia: (Euvres de Des

cartes, publiees par Ch. Adam et P. Tannery, Tome VH, p. 78;

Meditations: Adam et Tannery (ed.), Tome IX-l, p. 62.
(2) A. ArnaUld, "Objectiones Quatrae", Adam et Tannery (ed.),
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Tome VII， pp. 199， 201; “Quatri会mes Objections"， Adam et 

Tanney (ed.)， Tome IX-1， pp.155， 157. A. Kenny， Descartes， A 

Study 01 His PhilosoPhy， 1968， Random House，予.89.

~ 3 P. F. Strawson's objectio占1)to Decartes is that 1 am not a 

mere mind but a “person" with inner and outer aspects. 1 under-

stand Strawson's thesis as one which asserts that we need not as-

cribe private states of consciousness to anything because they are 

necessarily mine， that the need to ascribe a state of consciousness to 

myself occurs only when 1 need to state that that state of conscious-

ness is not some other person's， and that in this latter case the state 

of consciousness is regarded as an objective event which might possi-

bly belong to other persons. If we accept Strawson's thesis as it 

seems we should， a person can ascribe a state of consciousness or an 

experience to himself only when he is prepared to ascribe 出atkind 

of mental states to other persons. 

Strawson calls those predicates which can be truly applied to 

persons and ascribe actions， intentions， and cognitive acts to them “P 

-predicates" (person predicates). P-predicates do not necessarily as-

cribe states of consciousness， but imply that the individuals to which 

they apply have consciousness. P-predicates are said to have “the 

unique logical character" in that they essentially have both the first-

person use and the third-person use， that the speaker can apply 

them to himself without 0ちservation of his own behaviour (but 

often perhaps in virtue of some internal experiences) and to others 

in virtue of observation of their behaviour， and that both their first-

person use and their third-person use ascribe the same kind of char-

acteristics with equallogical adequacy. Strawson argues that P-pred-

icates essentially have both the self-ascriptive use and the other-as-

criptive use and that this fact cannot be explained in terms of either 

the third-person use of M-predicates (material-object predicates)， 
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Tome VII, pp. 199, 201; "Quatriemes Objections", Adam et

Tanney (ed.), Tome IX-1, pp.155, 157. A. Kenny, Descartes, A

Study of His Philosophy, 1968, Random House, p. 89.

§ 3 P. F. Strawson's objectio~l)to Decartes is that I am not a

mere mind but a "person" with inner and outer aspects. I under

stand Strawson's thesis as one which asserts that we need not as

cribe private states of consciousness to anything because they are

necessarily mine, that the need to ascribe a state of consciousness to

myself occurs only when I need to state that that state of conscious

ness is not some other person's, and that in this latter case the state

of consciousness is regarded as an objective event which might possi

bly belong to other persons. If we accept Strawson's thesis as it

seems we should, a person can ascribe a state of consciousness or an

experience to himself only when he is prepared to ascribe that kind

of mental states to other persons.

Strawson calls those predicates which can be truly applied to

persons and ascribe actions, intentions, and cognitive acts to them "P

-predicates" (person predicates). P-predicates do not necessarily as

cribe states of consciousness, but imply that the individuals to which

they apply have consciousness. P-predicates are said to have "the

unique logical character" in that they essentially have both the first

person use and the third-person use, that the speaker can apply

them to himself without observation of his own behaviour (but

often perhaps in virtue of some internal experiences) and to others

in virtue of observation of their behaviour, and that both their first

person use and their third-person use ascribe the same kind of char

acteristics with equal logical adequacy. Strawson argues that P-pred

icates essentially have both the self-ascriptive use and the other-as

criptive use and that this fact cannot be explained in terms of either

the third-person use of M-predicates (material-object predicates),
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the necessarily impersonal use of predicates which describe purely 

private experiences， or the combination of both. The conce戸 ofa 

person is said to be 下rimitive"and not to be analyzed in any way. 

( 1 ) P. F. Strawson，“Persons"， in Concepts， Theories， and the Mind-

Body Problems， edited るyH. Feigl， M. Scriven， and G. Maxwell， 

1958， University of Minnesota Press. 

~ 4 Although we can agree with Strawson's assertion that our 

concept of a person is unique and sui generis， we soon become 

puzzled by the natural question of how we could learn such a 

uniq ue concept; the more puzzled， the more uniq ue the concept is. 

What Strawson has shown to be unique is a perfected concept which 

we average adults have. Are babies born with such a perfected con-

cept of a person in their mind? We are forced to consider even if 

only speculatively the genetic processes of the concept of a person 

or the learning processes of P-predicates in a child. 

First of all， we must assume that the infant is able natively to 

distinguish between the external world or external objects， which are 

the objects of his external senses or perceptual systems， and his own 

body， which is internally felt as the object of his proprioceptive sys-

tems which include both somatic perception and kinaesthesis. 1 

should like to call the internally felt body “the internal body" or 

“the inner body". The internal body is， as it were， the internal place 

!Vhere pain may occur. At this stage of development， the infant 

need not have any mental act to ascriるewhat is perceived to any-

thing， because what is perceived externally is logically regarded as 

an external 0むject which belongs to the external world in mere 

virtue of being perceived by external senses and what is perceived 

internally is logically regarded as a state of the impersonal internal 

body in mere virtue of being perceived internally. At this stage of 

development， the only significant question is which object appearing 
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to one external sense (e. g.， touch) is toるeidenti白edwith which 

object appearing to another external sense (e. g.， vision). 

But one's body is not only internally perceptible but also one of 

the externally perceptible objects; we see and touch our own limbs 

and other parts of our body. The infant will， therefore， soon come 

to identify one of the external objects with his own but still imper-

sonal internal body. We may call this external object which is iden-

tified with his internal body “the external body" or “the ou ter bod y"， 

and the single body which consists of both the external and internal 

aspects “the single unified body'¥This factual identification will be 

actualized by the information of the covariant correlations between 

the felt movement of one part of his internal body and the external-

ly perceived motion of one part of his external body. One example 

of this identification of the internal body and the external body 

seems to be 0るservedin the famous activityl) of“hand regard" of the 

newborn， which is reported by T. G. R. Bower to have occurred even 

in 12 -day old infants. Another example may be the covariant corre-

lations between the internally felt touch between one part of the in-

ternal body and an externally felt object on the one hand and the 

seen touch between the seen part of one's body and the seen exter-

nal body. At this stage of development of the infant there is 

needed， and does occur， for the first time， the mental act of ascrib-

ing impersonal internal experiences to one of the external objects 

which happens to be his external body. 

At this stage when the infant hears a P-predicate (e. g.，“Ouch! .. 

or “That hurts! ") being applied to the whole consisting of an inter-

nally felt state of his internal body (a painful state) and an exter-

nally observa出e state (an injury) and behaviour of his external 

body， he will associate the P-predicate with the whole complex of 

the simultaneous internal and external experiences， or rather with its 

most prominent part (the internal experience of pain). Even at this 
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stage the P-predicate is associated with the particular kind of imper-

sonal internal bodily state and the state of the external object (the 

infant's external body) which is identified with it. But the infant 

has already acquired the concept of the single unified impersonal 

body with its inner and outer aspects. 

But concurrently with this the infant will hear the same P-predi-

cate being applied to the same kind of external state or behaviour 

of the external objects of the most conspicuous kind， which are in 

fact the bodies of the person taking care of him or other adu1ts， and 

associate the predicate with the state of the external objects， which 

is li註ethat of his own external body but is not accompanied by any 

fe1t internal experience， and imagine the state to be accompanied by 

the same kind of internal experience (e. g.， a pain) in virture of the 

already established association of the predicate with the particular 

kind of his own impersonal internal experiences. When the infant 

has thus come to imagine that certain external objects other than 

his own impersonal body are accompanied by internal experiences， 

he willるeginto distinguishるetweenhis own body as himself and 

these other external bodies as others， and therefore begin to form the 

concept of persons which include himself and other selves. At this 

stage of development P-predicates will stop merely applying logically 

to his own impersonal internal body and factually to the unique ex-

ternal object which is identified with it， but begin factually to apply 

to not only himself or his own body but also other persons or other 

persons'ちodies. This means that P-predicates acquire both the first-

and the third-person uses which are both objective in the sense that 

they can be applied “e弓uallyadequately" to oneself and other selves 

both of which are objective beings coexistent and distinguishable in 

the objective external world. 

Now since internal or external events themselves mentioned in 

the processes of this speculated development of the concept of a 
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person do not seem to change during the development and only the 

infant's ways of viewing the same events change during the develop-

ment， from the point of view wise after the event， P-predicates have 

had from the beginning as the cues of their application both the in-

ternally felt first-person experiences and the externally observed 

third-person bodily states， both of which are objective events. P-予red-

icates， and accordingly the concept of a person too， are analyzable in 

this way by means of genetically epistemological considerations in 

spi te of their “primitiveness" in the perfected conceptual system of 

adults. The application of a P-predicate means for the time being 

only the realization of an objective internal experience which is the 

internal cue of its application，るutif some externalるodilystate (per-

haps not merely neural states of the brain， but the whole of bodily 

states including neural states) comes to be identified with the inter-

nal experience， it can in reality also mean the realization of the ex-

ternal bodily state. 

( 1) T. G. R. Bower， A Primer of Infant Development， 1977， Free-

man and Co.， pp. 75 -6， 91-4 ; Human Development， 1979， Free-

man and Co.， pp.l01-2. 

Chapter n Facial Imitation in babies and the adult concept of a 

person 

~ 5 There is another fact to be considered in relation to this 

kind of analysis of person predicates and the concept of a person. 

That is the fact that neonates less than a wee主 oldimitate the mo-

tions of the face of the person taking care of them. This fact is 

described by T. G. R. Bower as follows: 

. . there is a whole literature on processes of socialization， a lit-

erature devoted to discussing how the baby comes to be social-

ized， how he comes to realize that he is a human being， how he 

-7-

person do not seem to change during the development and only the

infant's ways of viewing the same events change during the develop

ment. from the point of view wise after the event. P-predicates have

had from the beginning as the cues of their application both the in

ternally felt first-person experiences and the externally observed

third-person bodily states, both of which are objective events. P-pred

icates, and accordingly the concept of a person too, are analyzable In

this way by means of genetically epistemological considerations in

spite of their "primitiveness" in the perfected conceptual system of

adults. The application of a P-predicate means for the time being

only the realization of an objective internal experience which is the

internal cue of its application. but if some external bodily state (per

haps not merely neural states of the brain. but the whole of bodily

states including neural states) comes to be identified with the inter

nal experience. it can in reality also mean the realization of the ex

ternal bodily state.

( 1) T. G. R. Bower, A Primer of Infant Development, 1977, Free

man and Co., pp. 75 - 6. 91- 4 ; Human Development, 1979, Free

man and Co., pp.l01- 2.

Chapter IT Facial Imitation in babies and the adult concept of a

person

§ 5 There is another fact to be considered in relation to this

kind of analysis of person predicates and the concept of a person.

That is the fact that neonates less than a week old imitate the mo

tions of the face of the person taking care of them. This fact is

described by T. G. R. Bower as follows:

... there is a whole literature on processes of socialization. a lit

erature devoted to discussing how the baby comes to be social

ized. how he comes to realize that he is a human being. how he

-7-



comes to have special sets of responses to people that are not 

elicited by anything else in his environment. A great deal 01 

this effort， although not a11 of it， has， 1 feel， been wasted， because 

right Irom the moment 01 birth the baby realizes he is a human 

being and has specific responses elicited only by other human 

beings. 

One of the more spectacular demonstrations of this is the 

fact that babies less than a week old will imitate other people. 

If the baby's mother， or some other adult， sticks out her tongue 

at the baby. within a relatively short time the baby will begin 

to stick his tongue back out at her. Suppose she then stops 

sticking her tongue out and begins to flutter her eyelashes; the 

baby will flutter his eyelashes back. If she then starts to open 

and close her mouth， for example， the baby will begin to open 

(and closeJ his mouth in synchrony. . 

• • • It seems to me there must be an incredible amount of 

built-in intersensory mapping for the baby to be able to look at 

an adult sticking out her tongue and transform this information 

so that he knows. in this social situation. he should stick his 

tongue out in return. The same thing goes for any of the Imita-

tions involving the face. 

. The responses are quite specifically directed toward 

human beings and seem to be testimony that the newborn con-

siders himsell human too. He somehow knows that his face is 

like the adult face he sees before him. and that his mouth is 

like the adult mouth he sees before him. 

• • • It is not an operant behavior， in the sense that baちiesdo 

not imitate their mothers in order to get the mothers to do 

other things for them. The behavior seems to be satisfying in 

and of itself. The mother and baby interact for the sake of in-

teracting. It is for this reason that 1 refer to it as a social be-
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havior. 
(}) 

( 1) T. G. R. Bower. A Primer of Infant Development， pp. 28 -30; Cf. 

Human Development， Ch.14， pp. 304 -5. The Italics are mine. 

~ 6 Was our analysis of person predicates and the concept of a 

person wasted as Bower says? 1 do not think so， because we can 

take our speculated developmental processes towards the acquisition 

of the concept of a person not as the actual genetic processes of the 

ability to apply person predicates but as the models of possible 

ways of processing the perceptual cues or information which is actu-

ally given and exploited when we apply person predicates. That is， 

there could be other conce予知alsystems than the one we actual1y 

have; corresponding to the speculated developmental processes there 

could be the conceptual system which consists of the impersonal in-

ternal body and the world of external objects. the system which con-

sists of the single unified impersonal body and other external ob-

jects. and the system which consists of the first-person body， third-

person bodies. and the other external 0ちjects，the last system being 

the one we actual1y have. By this reinterpretation of our specula-

tive genetics of the concept of a person， we can see what our actual 

conceptual system presupposes. 

~ 7 Another thing to be considered is the meaning of such 

words as “realize"，“know"， and “consider" which Bower applies to the 

newborn， for the facial imitations of babies might be taken to be 

mere reflexive responses which are elicited only by other human 

beings. But if we take them， as it seems we should， to be merely 

reflexive responses specific to other human beings， we seem to be 

naturally faced with the genetic question of how such reflexive re-

sponses develop into voluntary or conscious imitative behaviour pat-

terns. 
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About this弓uestionwe may be allowed to think that the imita-

tive behaviours in the newborn， even if they are merely reflexive， 

are accompanied by internal bodily experiences as well as neuro-

physiological processes and that in these internal experiences and 

physiological processes is already contained perceptual information or 

cues which he will be able to use in his later voluntary imitations. 

The infant may not be able now to distinguish and extract this in-

formation from among all the stimuli now being given to him， but it 

is already provided among them nonetheless. What the infant grad-

1民 ly learns seems to be the distinction and differentiatio占17among

stimulus information which has constantly been given from the be-

ginning. But in order to di百erentiateand process the stimulus infor-

mation， it seems that there is a need for some conceptual system 

even if it is only a 予rovisionalone. The conceptual systems to be 

presupposed might be various， but the infant eventually acquires the 

conceptual system which we adults have and which includes the 

perfected concept of a person. The infant seems to have an innate 

a bili ty to ac弓uireor choose that conceptual system. This ability 

may at first appear as reflexive responses of facial imitation. These 

reflexive responses are accompanied by internal experiences and phys-

iological processes， which contain the perceptual cues or information 

for later voluntary imitations. Being continually exposed to this 

kind of stimulus information along with other proper stimulations， 

including verbal ones， given at proper times， the infant will gradual-

ly acquire the ability voluntarily to imitate movements of other per-

sons recognizing them as movements of fellow beings along with the 

ability to apply person predicates， and finally acquire the perfect 

cozmd2〉ofa person-

( 1) J.1. Gibson， The Senses Considered as Perceptual Systems， 1968， 

George Allen and Unwin， p. 269; The Ecological Approαch to 

Visual Perception， 1979， Houghton Mifflin， pp. 252 -4. 
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(2) By “the perfect concept of a person" 1 mean the concept of a 

person which an average adult has. The concept of a person， 

or any other concept for that matter， which an individual 

person has will continue to develop or change all his life ac-

cording to his experiences. 

~ 8 At first we considered speculatively the genetic processes 

of acquisition of person predicates and the concept of a person， and 

suggested a way of analysis of the concepts of a person and person 

predicates (~ 4). Next， being faced with the empirical fact of facial 

imitations in newborns (~5) ， we reinterpreted the speculative in-

弓uiryinto the genesis of the concepts as a static conceptual analysis 

(~ 6 ). But being faced with the possibility of interpreting the babies' 

imitative behaviours as merely reflexive responses specific to other 

human beings， we have returned to a speculative genetic inquiry 

(~ 7). These movements of our argument may seem to be a train 

of arbitrary prevarications. 

But what does philosophical conceptual analysis intend to a-

chieve? Of what significance is philosophical analysis of a concept， if 

it does not reveal anything correspondent to the presuppositions of 

the concept and its relations with other concepts in the stages of 

the actual development of human cognition? But philosophical con-

ceptual analysis is an anlysis of relations between concepts in the 

perfected conceptual system which average adults have. And the re-

lation of implication or presupposition between two concepts does 

not seem necessarily to imply that the implied or presupposed con-

cept should be acquired before， or at the same time as， the implying 

or presupposing concept. Can we say， for example， that the concept 

of an animal should be learned before or at the same time as the 

concept of man because it is logically true t主atman is an animal? 

Of course not. It is possible that an infant grows into an adult and 
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acq uires a conce戸 ofman without seeing any other animal than 

human beings. His concept of man is imperfect seen from the view-

point of our conceptual system. and he is. as it were， stopped on the 

way to the acquisition of the perfect concept of man. But in ac-

quiring even his imperfect concept of man， he has to acquire the 

knowledge of how man looks and how man behaves， which is essen-

tially presupposed by the concept of man. Now in this knowledge 

is contained in a latent form the knowledge of how a higher animal 

other than human beings looks and behaves. That is， if the infant 

had met other animals as well as human beings， he could have ac-

q uired the concept of an animal in the very process of ac弓uiringthe 

concept of man. 

And the concept of a person essentially presむpposesthe distinc-

tion between internal experiences and external objects， the distinc-

tion between the unified body consisting of the internal 註odyand 

an external body， and the distinction between the first-person るody

Coneself) and third-person bodies Cother selves) and between persons 

and other things. These conceptual abilities should be used or ac-

quired in the very process of acquiring the concept of a person. 

Thus it seems that the most essential relations among concepts 

in the perfected adult conceptual system are reflected in the genetic 

processes of acquiring the concepts， and that the former can be 

static models of the dynamism of the latter. If they cannot， philo-

sophical analysis of perfected concepts of average adults would be of 

no significance except as a snapshot of ourselves frozen at one in-

stant. 

~ 9 And what does the genetic inquiry into concepts on the 

other hand intend to achieve? The genetic inquiry into concepts of 

the kind we made in ~ 4 and ~ 7 intends to understand the actual 

processes of acquisition of concepts from the viewpoint of the perfect-
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had met other animals as well as human beings, he could have ac

q uired the concept of an animal in the very process of acquiring the

concept of man.

And the concept of a person essentially presupposes the distinc

tion between internal experiences and external objects, the distinc

tion between the unified body consisting of the internal body and

an external body. and the distinction between the first-person body

(oneself) and third-person bodies (other selves) and between persons

and other things. These conceptual abilities should be used or ac

quired in the very process of acquiring the concept of a person.

Thus it seems that the most essential relations among concepts

in the perfected adult conceptual system are reflected in the genetic

processes of acquiring the concepts, and that the former can be

static models of the dynamism of the latter. If they cannot, philo

sophical analysis of perfected concepts of average adults would be of

no significance except as a snapshot of ourselves frozen at one in

stant.

§ 9 And what does the genetic inquiry into concepts on the

other hand intend to achieve? The genetic inquiry into concepts of

the kind we made in § 4 and § 7 intends to understand the actual

processes of acquisition of concepts from the viewpoint of the perfect-

-12 -



ed conceptual system which an average adu1t has. If we could take it 

for granted that infants command voluntarily the same conceptual 

system as adults dOt there would be no question to ask and no need 

of any genetic consideration. Idealism of the sor~l) which asserts that 
a transcendental subject by itself makes possible the fundamental 

presuppositions of empirical knowledget and that it constructs its ob-

jects a priori from internal representations by its own plan alone 

and without any help of experiencet is of no epistemological signifi-

cance. For even an a priori concept must be applicable to an actu噂

ally experienced particular kind of object. and in order for it to be 

applicable to actual objects there needs to be given and used here 

and now a particular kind of perceptual cue or information which 

requires us to apply that particular concept to them. In order for 

this to be possible we must be aるleto distinguish and extract that 

particular kind of perceptual information from among the whole of 

concurrent stimulations and to process and interpret it. And this 

presupposes that we already have some conceptual system to guide 

us. 

Now many cognitive or social behaviours of infants seem to be 

not voluntary or conscious but reflexive responses. But if these see-

mingly reflexive responses of infants do not have any connection 

with their later voluntary behaviours， we shall have little prospect 

of understanding how and when voluntary actions and behaviours 

are made possible for infants. The native conceptual system of the 

newborn seems to be a mechanism which makes his reflexive re-

sponses possible and which will gradually grow into a later volun-

tary conceptual system by means of the perceptual information 

which is being given by these reflexive responses internally or phys-

iologically (~7). Therefore， we have to construct a series of con-

ceptual systems seemingly presupposed by the perfected adu1t con-

ceptual systemt see if each of them applies to each stage of the 
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infant's learning of a concept， and try to experience vicariously what 

the infant is going through. Thus a genetic inquiry into a concept 

needs a static construction of possible conceptual systems as the 

models of the stages of the actual genesis of the concept. This is 

the reverse side of what was said in ~ 6. A significant epistemolo・

gy should be one w hich tries concretely to imαgine the processes of 

actual genesis or development of concepts in human beings by 

taking as their models those possible conceptual systems which can 

be known by the analysis of concepts which average adults have. 

( 1) 1 have Kant's Kritik der reinen Vernunft in mind. 

(To be continued) 
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